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愛
媛
県
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
洋
装
制
服
に
つ
い
て

松　

井　
　
　

寿

は
じ
め
に

　

日
本
に
お
い
て
、
女
性
の
服
装
が
和
装
か
ら
洋
装
へ
と
移
り
か
わ
る
上
で
、
そ
の
推
進
と

な
っ
た
要
因
は
複
数
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
大
正
中
期
の
生
活
改
善
運
動（１）

や
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
る
生
活
の
変
化
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
働
き
や
す
い

衣
服
の
要
望
、
そ
し
て
女
学
生
の
洋
装
の
定
着
で
あ
る
。
と
く
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
洋

装
制
服
採
用
の
流
れ
や
授
業
に
お
け
る
洋
裁
の
実
施
が
洋
装
推
進
へ
と
大
き
く
貢
献
し
た
と

従
来
か
ら
指
摘（２）

さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
洋
装
制
服
を
用
い
る
女
学
校
を
卒
業
し
て
の
ち
、
華
や
か
な
和
服
へ
と
回
帰
す
る

女
性
が
少
な
く
な
い
事
実
も
、
当
時
の
雑
誌
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。
卒
業
後
に
女
性
が
和

服
を
望
む
傾
向
に
つ
い
て
、
今
和
次
郎
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
、
和
服
の
有
害
さ
を
嘆

い
て
い
る
。

　
「 

服
装
を
通
し
て
の
悩
み
と
い
う
も
の
の
処
置
に
経
験
の
な
い
女
学
校
を
で
た
て
の
人
び

と
は
、
だ
れ
も
か
れ
も
、
き
れ
い
な
和
服
を
着
た
が
る
。
今
日
女
学
校
の
制
服
は
単
純

な
洋
服
だ
か
ら
、
そ
れ
へ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
へ
と
い
く
の
で
あ
る
。
和
服
が
か
ら
だ
に

有
害
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
制
服
時
代
の
女
学
校
で
十
分
教
わ
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
そ
の
有
害
な
和
服
を
着
た
が
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
制
服
時
代
に
習
っ
た

こ
と
は
、
世
の
中
と
ま
る
っ
き
り
関
係
が
な
い
か
の
感
が
あ
る
。」（
一
九
三
八
年
六
月

二
四
日（３）

）

　

女
学
校
卒
業
後
の
衣
生
活
に
お
い
て
、
和
洋
装
を
選
択
す
る
要
因
と
し
て
、
洋
装
制
服
は

ど
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
は
女
学
生
の
衣
生
活
を
分
析

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
愛
媛
県
の
高
等
女
学
校
（
以
下
「
高
女
」
と

称
す
る
）
の
卒
業
生
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
洋
装
制
服
を
中
心
と
し
た
高
女

生
の
実
態
に
迫
る
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
高
女
入
学
・
学
校
生
活
・
制
服
・
洋
服
・

卒
業
後
の
生
活
の
五
項
目
に
分
け
、
問
い
を
設
け
た
。
高
女
卒
業
生
の
高
齢
化
が
進
む
現
在

で
は
、
各
学
校
各
年
代
を
網
羅
し
た
上
で
サ
ン
プ
ル
を
無
作
為
に
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
が
、各
高
女
の
同
窓
会
お
よ
び
卒
業
生
に
よ
る
紹
介
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

そ
の
た
め
表
一
の
通
り
、
年
代
や
高
女
ご
と
に
ば
ら
つ
い
た
集
計
と
な
り
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
「
愛
媛
県
内
の
高
女
の
縮
図
」
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
女
学
生
の
証
言
を

集
積
す
る
こ
と
が
で
き
た（４）

。

　

①
調
査
の
概
要　

対
象
と
方
法

　

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
当
時
、
愛
媛
県
内
に
は
一
六
校
の
高
女
が
存
在
し
た（５）

。
そ
の
中

か
ら
、
同
窓
会
総
会
時
期
と
調
査
期
間
の
関
係
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
九
校
の
高
等
学
校
同

窓
会
お
よ
び
卒
業
生
へ
調
査
の
趣
旨
を
説
明
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

○
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
卒
業
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、
了
承
し
て
い

た
だ
け
た
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
、
後
日
回
答
し
た
調
査
票
を
返
送
し
て
も
ら
っ
た
。
各

高
女
関
係
者
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
よ
り
、
他
の
卒
業
生
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力
を
電
話
に
て
依
頼
し
、
了
承
し
て
い
た
だ
け
た
方
へ
調
査
票
を
郵
送

し
た
。

　

②
主
な
調
査
期
間　

二
〇
〇
三
年
六
月
〜
二
〇
〇
四
年
五
月

　

二
〇
〇
三
年
六
月
二
一
日
（
土
）　

城
北
高
女
同
窓
会

　

二
〇
〇
三
年
六
月
二
八
日
（
土
）　

松
山
高
女
同
窓
会

　

二
〇
〇
三
年
六
月
二
八
日
（
土
）　

八
幡
浜
高
女
同
窓
会

　

二
〇
〇
三
年
七
月
五
日
（
土
）　　

今
治
高
女
同
窓
会

　

二
〇
〇
三
年
九
月
一
四
日
（
日
）　

大
洲
高
女
同
窓
会

　

二
〇
〇
三
年
一
一
月
三
日
（
月
）　

松
山
東
雲
高
女
ク
ロ
ー
バ
ー
デ
イ

　

二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
九
日（
土
）
西
条
高
女
同
窓
会
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二
〇
〇
四
年
一
〜
二
月　
　
　
　
　

東
宇
和
高
女

　

二
〇
〇
四
年
五
月　
　
　
　
　
　
　
　

丹
原
高
女

　

③
回
収
状
況

　

依
頼
数　
　
　

三
七
八
名

　

有
効
回
答
数　

一
九
一
名

　

回
収
率　
　
　

五
〇
・
五
三
％

　

な
お
、
学
校
別
・
卒
業
年
次
別
有
効
回
答
数
は
表
一
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
様
式
は
最
後
に
付
表
と
し
て
添
付
す
る
。

　

④
調
査
結
果

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
数
値
化
が
可
能
な
設
問
の
調
査
結
果
に
重
点
を
置
い
た
。
各
設
問
に

お
い
て
無
回
答
お
よ
び
非
回
答
は
除
外
し
て
い
る
。

　

年
代
別
・
各
高
女
別
に
回
答
を
分
類
し
、
各
高
女
に
関
す
る
沿
革
史（６）

も
資
料
と
し
て
用
い

た
上
で
分
析
を
行
っ
た
。
年
代
は
五
年
ご
と
で
区
切
っ
て
い
る
。
高
女
別
で
は
、西
条
高
女
・

丹
原
高
女
・
東
雲
高
女
の
三
校
は
、
回
収
数
が
一
桁
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
単
独
の
結
果

を
探
る
こ
と
は
断
念
し
た
。

一　

高
女
入
学

　

①
入
学
試
験
に
つ
い
て
（
複
数
回
答
）（
表
二･

三
・
四
）

　

愛
媛
県
内
で
は
、
明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
初
頭
に
か
け
て
中
等
学
校
入
学
に
お
い
て

激
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
入
学
難
問
題
と
し
て
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
大
正
初
頭
、「
中マ

小マ

学
校
長
連
絡
会
議（７）

」
の
決
議
に
よ
り
、
放
課
後
に
行
う

受
験
勉
強
と
い
っ
た
準
備
教
育
が
表
面
的
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
個
人
的
も
し
く
は
非
公
式
な

準
備
教
育
は
依
然
行
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
中
期
に
な
る
と
準
備
教
育
も
公
然
と
復
活
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
か
ら
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
か
け
て
の
高
女
入
学
志
願

卒業年 西　条 丹　原 今　治 松　山 城　北 東　雲 大　洲 八幡浜 東宇和 計
1924（T13) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
1925（T14) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1926（T15) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1927（S２) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
1928（S３) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
1929（S４) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
1930（S５) 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2
1931（S６) 0 0 0 5 0 0 0 1 0 6
1932（S７) 0 0 0 4 0 0 1 0 0 5
1933（S８) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1934（S９) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
1935（S10) 0 0 0 1 0 0 2 0 3 6
1936（S11) 0 0 0 4 0 1 1 2 0 8
1937（S12) 0 0 0 1 0 0 1 0 1 3
1938（S13) 0 0 0 2 0 0 1 2 0 5
1939（S14) 0 1 0 0 2 0 0 2 1 6
1940（S15) 0 0 1 0 0 0 1 0 1 3
1941（S16) 1 0 0 2 4 0 1 2 2 12
1942（S17) 0 0 0 3 0 0 0 5 1 9
1943（S18) 0 0 0 1 0 0 1 2 4 8
1944（S19) 0 0 0 0 4 0 1 1 6 12
1945（S20) 2 0 5 2 5 2 0 2 6 24
1946（S21) 1 0 0 0 4 0 1 2 8 16
1947（S22) 2 0 3 1 12 0 1 0 3 22
1948（S23) 0 0 1 13 5 0 3 5 4 31
1949（S24) ～ 0 0 5 3 0 0 0 0 0 8

計 6 1 15 44 37 3 18 27 40 191

ヱ 2互嶌貊刷朮饅迩衄莫坤策佐察宰憐ı舂
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者
状
況（８）

は
表
二
の
と
お
り
で
あ
る

が
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

高
女
入
学
の
準
備
と
し
て
五
四
％
が

試
験
勉
強
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
七
一
％
が
学
校
で
、
二
一
％

が
家
で
勉
強
を
行
っ
て
お
り
、
小
学

校
で
高
女
受
験
の
指
導
が
行
わ
れ
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
九

月
、
文
部
次
官
通
達
に
よ
り
、
教
科

に
基
づ
く
試
験
が
禁
止
さ
れ
る（９）

。
そ

れ
を
う
け
、
愛
媛
県
で
は
翌
年
よ
り

学
科
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
入
学
試
験

が
口
頭
試
問
と
身
体
検
査
な
ど
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
一
五
年
以
降

の
入
学
生
か
ら
は
「
三
年
前
か
ら
試

問
だ
っ
た
せ
い
か
勉
強
し
た
覚
え
は

あ
り
ま
せ
ん
」（
松
山
高
女　

昭
和

二
三
年
卒
）
と
い
っ
た
回
答
が
増
加

す
る
。
ま
た
「
入
学
試
験
の
勉
強
を

し
た
」と
す
る
回
答
者
の
中
に
も「
戦

争
中
の
こ
と
で
学
科
試
験
は
な
か
っ

た
の
で
口
頭
試
問
の
仕
方
と
か
面
接

の
作
法
な
ど
を
習
っ
た
」（
西
条
高

女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
と
語
る
者
も

増
え
、「
入
学
試
験
の
勉
強
」
の
内

容
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

ヱ 5互八樛苜┃

学校で 家庭で その他

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

2 50.00 1 25.00 3 75.00

7 63.63 4 36.36 1 9.10

10 62.50 8 50.00 2 12.50

21 84.00 10 40.00 3 1.20

30 71.43 9 21.43 4 9.52

合　計 70 71.43 21 21.43 13 13.27

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

1 12.50 8 100.00 0 0.00

11 47.83 13 56.52 5 21.74

4 21.05 15 41.55 2 10.53

4 44.44 4 44.44 1 11.11

4 28.57 12 85.71 1 7.14

8 47.06 12 70.59 1 5.88

合　計 32 35.56 64 71.11 10 11.11

ヱ 4互渡嶌n/m鵬貢八樛

有 無 不　明

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

4 80.00 1 20.00 0 0.00

11 78.57 3 21.43 0 0.00

16 61.54 10 38.46 0 0.00

25 59.52 16 38.10 1 2.38

43 44.33 47 48.45 7 7.22

合　計 99 53.80 77 41.85 8 4.35

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

8 57.14 6 42.86 0 0.00

23 53.49 16 37.21 4 9.30

19 54.29 15 42.86 1 2.86

9 50.00 8 44.44 1 5.56

14 53.85 12 46.15 0 0.00

18 47.37 18 47.37 2 5.26

合　計 91 52.30 75 43.10 8 4.60

ヱ 3互㔾̌嚊嶌貊貢渡嶌沒巡◥齪

募集
定員

志　願　者　数

T12 T13 T14 T15 S ２ S３ S４ S５ S６ S７

西 条 高 女 100 165 198 177 178 182 166 105 143 111 117

周 桑 高 女 100 140 139 140 131 147 123 105 103 91 86

今 治 高 女 200 340 365 383 333 323 346 280 275 240 210

松 山 高 女 200 359 295 304 293 305 237 249 243 221 213

城 北 高 女 150 302 223 212 250 212 232 185 190 175 207

大 洲 高 女 100 138 111 126 104 105 107 102 85 88 86

八幡浜高女 100 120 103 135 127 136 121 103 122 90 100

東宇和高女 50 72 64 66 71 69 64 65 53 48 49

＊昭和６年松山高女の募集定員は 150に削減。昭和７年復元。
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②
進
学
の
意
思
（
複
数
回
答
）（
表
五
）

　

こ
の
設
問
の
回
答
か
ら
は
、有
効
回
答
者
の
六
三
％
が
「
進
学
が
当
然
」
と
考
え
て
お
り
、

つ
い
で
「
親
の
勧
め
」
が
四
七
％
、「
教
師
の
勧
め
」
が
一
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
別
に
見
る
と
「
親
の
勧
め
」
の
項
目
に
関
し
て
は
松
山
高
女
が
六
一
％
、
城
北
高
女

が
五
七
％
と
、
三
〇
％
台
が
多
い
そ
の
他
の
学
校
に
比
べ
る
と
、
高
い
数
値
と
な
っ
た
。
進

学
す
る
際
に
、
親
の
意
見
が
強
く
反
映
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
松
山
近
辺

で
は
高
女
進
学
の
選
択
肢
が
複
数
存
在
し
た
地
域
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。一
九
二
三（
大

正
一
二
）
年
に
城
北
高
女
が
新
設
さ
れ
て
以
降
、
県
内
唯
一
の
五
年
制
で
あ
る
松
山
高
女
に

加
え
、
済
美
高
女
、
松
山
東
雲
高
女（10）

と
四
校
の
高
女
が
進
学
先
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。

　

他
に
城
北
高
女
卒
業
生
の
回
答
に
は
、
セ
ー
ラ
ー
の
制
服
や
プ
ー
ル
を
備
え
た
設
備
、「
女

子
師
範
学
校
に
進
学
す
る
に
は
、
四
年
制
の
女
学
校
が
有
利
で
あ
っ
た
」（
昭
和
一
六
年
卒
）

と
い
っ
た
学
校
独
自
の
特
色
に
惹
か
れ
る
場
合
や
、
母
や
姉
妹
な
ど
親
族
が
通
っ
て
い
た
と

い
う
親
し
み
、「
家
の
経
済
上
四
年
制
が
適
当
と
思
わ
れ
た
」（
昭
和
二
二
年
卒
）
と
い
っ
た

家
庭
の
事
情
に
由
来
す
る
理
由
も
目
立
っ
た
。
松
山
近
辺
の
よ
う
に
複
数
の
選
択
肢
が
あ
る

地
域
の
場
合
、
学
校
の
特
色
や
通
学
の
距
離
、
制
服
な
ど
、
様
々
な
面
か
ら
検
討
し
た
よ
う

で
あ
る
。

　

一
方
、
郡
部
で
は
「
自
宅
よ
り
通
学
で
き
る
女
学
校
は
外
に
な
か
っ
た
」（
東
宇
和
高
女

昭
和
一
八
年
卒
）、「
今
治
地
方
で
は
名
門
校
と
さ
れ
て
い
た
の
で
」（
今
治
高
女　

昭
和

二
〇
年
卒
）、「
当
時
県
立
高
女
は
近
く
で
は
外
に
な
か
っ
た
し
昔
は
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
の
で

は
と
思
う
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
二
一
年
卒
）
と
い
っ
た
証
言
の
よ
う
に
、
選
択
の
幅
は

極
め
て
狭
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
高
女
へ
の
進
学
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。

　

ど
の
地
域
の
高
女
生
も
、「
松
山
で
は
最
高
の
女
学
校
と
し
て
あ
こ
が
れ
て
い
た
。
ど
う

し
て
も
入
学
し
た
か
っ
た
」（
松
山
高
女　

昭
和
五
年
卒
）
と
い
う
証
言
の
よ
う
に
、「
憧
れ
」

と
と
も
に
入
学
し
「
誇
り
」
を
胸
に
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

ヱ 6互〕嶌罰雍

進学が当然 反対を押して 親の勧め 教師の勧め 兄弟姉妹の勧め その他

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

4 80.00 0 0.00 2 40.00 0 0.00 2 40.00 3 60.00

5 35.71 0 0.00 9 64.29 5 35.71 0 0.00 6 42.86

22 81.48 1 3.70 8 29.63 5 18.52 2 7.41 11 40.74

30 68.18 1 2.27 18 40.91 10 22.72 2 4.55 20 45.45

63 62.38 0 0.00 52 51.49 17 16.83 10 9.91 49 48.51

合　計 124 63.35 2 1.05 89 46.60 37 19.37 16 8.38 89 46.84

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

11 73.33 0 0.00 4 26.67 2 13.33 2 13.33 7 46.67

26 59.09 0 0.00 27 61.36 12 27.27 3 6.82 20 45.45

21 56.76 1 2.70 21 56.76 9 24.32 5 13.51 25 67.57

10 55.56 0 0.00 7 38.89 4 22.22 1 5.56 6 33.33

22 81.48 0 0.00 9 33.33 2 7.41 2 7.41 9 33.33

29 72.50 1 2.50 15 37.50 7 17.50 2 5.00 18 45.00

合　計 119 65.75 2 1.10 83 45.86 36 19.89 15 8.29 85 46.96
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二　

学
校
生
活
に
つ
い
て

　

①
家
事
（
表
六
・
七
）

　

家
事
の
授
業
の
中
で
五
七
％
の
回
答
者
が
洋
裁
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
教
材
に
つ
い
て

の
設
問
（
複
数
回
答
）
で
は
「
子
供
服
」
が
二
九
％
、「
下
着
」
が
二
一
％
、「
そ
の
他
」
が

八
一
％
と
な
り
、
様
々
な
衣
服
が
教
材
と
し
て
授
業
に
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
他
の
内
容
と
し
て
「
新
入
生
の
夏
の
制
服
は
出
席
番
号
の
同
じ
人
の
服
を
縫
ふ
」（
松

山
高
女　

昭
和
一
〇
年
卒
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
ら
の
、
も
し
く
は
新
入
生
の
夏
服
を
製

作
す
る
学
校
も
見
ら
れ
た
。
年
代
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
他
に
も
城
北
高
女
・
大
洲
高

女
・
東
宇
和
高
女
の
回
答
に
散
見
で
き
る
。
制
服
の
ほ
か
に
も
「
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
な
ら

い
下
級
生
の
モ
ン
ペ
を
作
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）っ
た
り
「
体
操
用
ブ
ル
マ
ー
」

（
八
幡
浜
高
女　

昭
和
一
四
年
卒
）
を
作
っ
た
と
の
証
言
も
あ
る
。
洋
裁
で
は
、
生
活
に
結

び
つ
い
た
内
容
が
高
女
生
の
記
憶
に
強
く
残
っ
て
い
た
。

　

②
国
語
（
複
数
回
答
）（
表
八
）

　

国
語
の
授
業
に
お
い
て
印
象
深
い
内
容
の
筆
頭
は
「
書
き
取
り
」
で
六
二
％
、続
い
て
「
読

書
」
が
五
六
％
、「
作
文
」
が
四
八
％
と
、読
み
書
き
の
ほ
か
に
、自
分
の
考
え
を
文
章
に
し
、

表
現
力
を
磨
く
作
文
や
読
書
へ
の
指
導
も
取
り
い
れ
ら
れ
て
い
た
。

　

③
方
言
・
言
葉
遣
い
（
表
九
・
一
〇
・
一
一
）

　

方
言
や
言
葉
遣
い
の
指
導
に
関
し
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
回
答
者
は
二
四
％
と
少
な
い
。

　

そ
の
中
で
、
学
校
別
に
み
る
と
、
今
治
高
女
で
は
五
七
％
と
い
う
高
い
率
で
卒
業
生
の
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、方
言
へ
の
指
導
と
い
う
記
憶
よ
り
も
、国
語
教
諭
が
行
っ

て
い
た
方
言
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
か

ヱ 7互广征貢篷釡腔┠衒貢60捜

有 無 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929 3 60.00 2 40.00 0 0.00

1930 6 42.86 4 28.57 4 28.57

1935 16 59.26 7 25.93 4 14.81

1940 26 61.90 11 26.19 5 11.90

1945 ～ 56 56.00 25 25.00 19 19.00

合　計 107 56.91 49 26.06 32 17.21

今 治 高 女 13 86.67 2 13.33 0 0.00

松 山 高 女 22 50.00 11 25.00 11 25.00

城 北 高 女 24 64.86 7 18.92 6 16.22

大 洲 高 女 12 66.67 3 16.67 3 16.67

八幡浜高女 8 32.00 12 48.00 5 20.00

東宇和高女 23 58.97 10 25.64 6 15.38

合　計 102 57.30 45 25.28 31 17.42

ヱ 8互┠23貢臙褫塔廂

ワイシャツ 子供服 下　着 その他

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 1 33.33 2 66.67 2 66.67

0 0.00 3 50.00 2 33.33 3 50.00

0 0.00 6 37.50 3 18.75 12 75.00

2 8.00 7 28.00 5 20.00 21 84.00

1 1.82 13 23.64 10 18.18 46 83.64

合　計 3 2.86 30 28.57 22 20.95 84 80.77

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

1 7.69 4 30.77 4 30.77 12 92.31

1 4.55 5 22.73 2 9.09 17 77.27

0 0.00 8 36.36 4 18.18 18 85.71

0 0.00 5 41.67 4 33.33 8 66.67

1 12.50 3 37.50 1 12.50 5 62.50

0 0.00 3 8.70 4 17.39 20 86.96

合　計 3 3.00 28 28.00 19 18.81 80 80.81
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ヱ 9互楼テラ

古　文 漢　文 書き取り 作　文 読　書 その他

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 0 0.00 4 100.00 4 100.00 2 50.00 1 25.00

6 50.00 2 16.67 8 66.67 6 50.00 9 75.00 1 8.33

6 23.08 2 7.69 19 73.08 12 46.15 17 65.38 4 15.38

19 51.35 7 18.92 20 54.05 20 54.05 22 59.46 2 5.41

32 35.16 19 20.88 55 60.44 40 43.96 45 49.45 17 18.68

合　計 63 37.06 30 17.65 106 62.35 82 48.24 95 55.88 25 14.71

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

2 13.33 2 13.33 13 86.67 4 26.67 7 46.67 0 0.00

21 51.22 4 9.76 24 58.54 23 56.10 24 58.54 7 17.07

11 30.56 10 27.78 25 69.44 17 47.22 22 61.11 7 19.44

5 33.33 1 6.67 13 86.67 9 60.00 6 40.00 1 6.67

14 58.33 7 29.17 8 33.33 14 58.33 13 54.17 4 16.67

9 30.00 6 20.00 16 53.33 10 33.33 17 56.67 3 10.00

合　計 62 38.51 30 18.63 99 61.49 77 47.83 89 55.28 22 13.66

ヱ :互苜ク刷クえぜ広貢窩怡行欄溝鵠貧〵

有　 無

実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

1 20.00 4 80.00

4 28.57 10 71.43

1 4.00 24 96.00

6 15.38 33 84.62

31 32.63 64 67.37

合　計 43 24.16 135 75.84

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

8 57.14 6 42.86

9 20.93 34 79.07

14 40.00 21 60.00

4 23.53 13 76.47

4 17.39 19 82.61

2 5.56 34 94.44

合　計 41 24.40 127 75.60

ヱ 21互㔾嚊蕁千行憐ı7060ホ控クえぜ広貢┑牀惚奮杭紅42鵬

ある あった気がする ない 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

1 20.00 0 0.00 2 40.00 4 40.00

1 8.33 0 0.00 11 91.67 0 0.00

0 0.00 1 3.85 20 76.92 5 19.23

2 4.88 1 2.44 31 75.61 7 17.07

7 7.37 4 4.21 68 71.58 16 18.84

合　計 11 6.15 6 3.35 132 73.58 30 16.76

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

1 7.14 0 0.00 8 57.14 5 35.71

3 7.32 2 4.88 30 73.17 6 14.63

6 16.22 1 2.70 26 70.27 4 10.81

1 6.25 2 12.50 9 56.25 4 25.00

0 0.00 0 0.00 22 88.00 3 12.00

0 0.00 1 2.70 29 78.38 7 18.92

合　計 11 6.47 6 3.53 124 72.94 29 17.06
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ら
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
か
け
て
国
語
教
諭
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
杉
山
正
世（11）

は
、

方
言
の
研
究
に
尽
力
し
、
そ
の
成
果
を
著
作（12）

と
し
て
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
国
語
の
先

生
が
方
言
の
研
究
を
さ
れ
て
い
て
い
ろ
い
ろ
と
方
言
を
聞
か
れ
ま
し
た
。
杉
山
先
生
と
申
し

ま
す
が
本
も
出
さ
れ
た
様
で
す
」（
今
治
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
と
生
徒
た
ち
の
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
回
答
者
自
身
が
方
言
や
言
葉
遣
い
に
関
し
て
注
意
を
受
け
た
記
憶
と
な
る
と
、

「
あ
っ
た
気
が
す
る
」
を
合
わ
せ
て
も
有
効
回
答
者
の
う
ち
九
％
と
一
割
に
も
満
た
な
い
。

高
女
以
前
に
指
導
を
受
け
た
回
答
者
は
全
体
の
う
ち
一
九
％
で
あ
る
。

　

④
礼
儀
作
法
や
生
活
態
度
に
つ
い
て
の
指
導
（
表
一
二
）

　

七
六
％
の
回
答
者
が
礼
儀
作
法
や
生
活
態
度
に
つ
い
て
の
指
導
を
記
憶
し
て
い
る
。
自
由

記
述
に
は
「
男
子
学
生
と
交
際
は
駄
目
、
す
ぐ
退
学
に
な
り
ま
し
た
」（
八
幡
浜
高
女　

昭

ヱ 22互㔾嚊宣撚行クえぜ広貢窩怡惚奮杭紅42鵬

有 無

実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 5 100.00

2 14.29 12 85.71

3 12.00 22 88.00

9 21.43 33 78.57

21 21.43 77 78.57

合　計 35 19.02 149 80.98

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八 幡 浜 高 女

東 宇 和 高 女

4 30.77 9 69.23

8 18.60 35 81.40

8 22.22 28 77.78

2 12.50 14 87.50

4 14.81 23 85.19

6 15.38 33 84.62

合　計 32 18.39 142 81.61

ヱ 23互ぜ亭捜┃麹﨟┽獸柤香貢窩怡

有 無

実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

5 100.00 0 0.00

9 64.29 5 35.71

19 76.00 6 24.00

30 75.00 10 25.00

72 77.42 21 22.58

合　計 135 76.27 42 23.73

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八 幡 浜 高 女

東 宇 和 高 女

11 73.33 4 26.67

33 82.50 7 17.50

32 91.43 3 8.57

16 88.89 2 11.11

18 72.00 7 28.00

18 51.43 17 48.57

合　計 128 76.19 40 23.81

ヱ 24互瑳材察最貢42鵬

有 無 わからない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

4 80.00 1 20.00 0 0.00

7 50.00 6 42.86 1 7.14

20 76.92 6 23.08 0 0.00

29 70.73 12 29.27 0 0.00

72 71.29 28 27.72 1 0.99

合　計 132 70.59 53 28.34 2 1.07

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

8 53.33 7 46.67 0 0.00

22 51.16 20 46.51 1 2.33

21 56.76 15 40.54 1 2.70

16 88.89 2 11.11 0 0.00

25 92.59 2 7.41 0 0.00

31 83.78 6 16.22 0 0.00

合　計 123 69.49 52 29.38 2 1.13
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ヱ 25互瑳材察最貢Ě書

テニス バレーボール バスケット 水　泳 野　球 登　山 陸　上 ダンス その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

2 50.00 2 50.00 0 0.00 2 50.00 0 0.00 2 50.00 1 25.00 2 50.00 2 50.00

2 28.57 5 71.43 3 42.86 2 28.57 0 0.00 2 28.57 2 28.57 3 42.86 3 42.86

8 38.10 14 66.67 6 28.57 3 14.29 0 0.00 2 9.52 3 14.29 6 28.57 6 28.57

5 17.24 19 65.52 4 13.79 5 17.24 0 0.00 5 17.24 5 17.24 7 24.14 12 41.38

10 13.89 42 58.33 4 5.56 19 26.39 1 1.39 4 55.56 8 11.11 18 25.00 27 37.50

合　計 27 20.30 82 62.12 17 12.88 31 23.48 1 0.76 15 11.36 19 14.39 36 27.27 50 37.88

今治高女
松山高女
城北高女
大洲高女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 4 50.00 1 12.50 1 12.50 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 12.50 3 37.50

2 8.70 12 54.55 4 18.18 4 18.18 0 0.00 3 13.64 3 13.64 8 36.36 7 31.82

8 38.10 10 47.62 2 9.52 14 66.67 0 0.00 3 14.29 5 23.81 7 33.33 3 14.29

5 31.25 8 50.00 0 0.00 4 25.00 1 6.25 3 18.75 3 18.75 6 37.50 11 68.75

5 20.00 19 76.00 3 12.00 2 8.00 0 0.00 1 4.00 6 24.00 7 28.00 9 36.00

3 9.68 23 74.19 2 6.45 4 12.90 0 0.00 3 9.68 1 3.23 4 12.90 16 51.61

合　計 23 18.55 76 61.79 12 9.76 29 23.58 1 0.81 13 10.57 18 14.63 33 26.83 49 39.84

ヱ 26互瑳材察最貢衒27

上　着 ブルマース はちまき 帽子 ブラジャー スリップ コンビネーション
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

3 75.00 1 25.00 2 50.00 1 25.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
4 27.14 1 14.29 5 71.43 1 14.29 1 14.29 2 28.57 0 0.00
17 85.00 9 45.00 13 65.00 3 15.00 1 5.00 4 20.00 0 0.00
23 79.31 27 93.10 23 79.31 1 3.45 2 6.90 3 10.34 0 0.00
46 63.89 67 93.06 60 83.33 0 0.00 5 6.94 6 8.33 1 1.39

合　計 93 70.45 105 79.55 103 78.03 6 4.55 9 6.82 15 11.36 1 0.76
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

4 50.00 8 100.00 8 100.00 0 0.00 1 12.50 2 25.00 0 0.00
14 63.64 14 63.64 17 77.27 1 4.55 3 13.64 2 9.09 0 0.00
15 71.43 20 95.24 17 80.95 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 4.76
14 87.50 7 43.75 6 37.50 4 25.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
20 80.00 21 84.00 21 84.00 0 0.00 1 4.00 6 24.00 0 0.00
20 64.52 27 87.10 28 90.32 1 3.23 3 9.68 3 9.68 0 0.00

合　計 87 70.73 97 78.86 97 78.86 6 4.88 8 6.50 13 10.57 1 0.81

シュミーズ ウエスト ズロース ガードル ストッキング ガーター その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

1 25.00 0 0.00 2 50.00 0 0.00 1 25.00 0 0.00 1 25.00
5 71.43 1 14.29 7 100.00 0 0.00 6 85.71 1 14.29 2 28.57
8 40.00 3 15.00 11 55.00 0 0.00 11 55.00 0 0.00 7 35.00
12 41.38 1 3.45 13 44.83 0 0.00 4 13.79 1 3.45 1 3.45
37 51.39 3 4.17 38 52.78 0 0.00 0 0.00 0 0.00 5 6.94

合　計 63 47.73 8 6.06 71 53.78 0 0.00 22 16.67 2 1.52 16 12.12
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

2 25.00 0 0.00 2 25.00 0 0.00 1 12.50 0 0.00 1 12.50
8 36.36 3 13.64 12 54.55 0 0.00 6 27.27 1 4.55 5 22.73
13 61.90 1 4.76 11 52.38 0 0.00 1 4.76 0 0.00 0 0.00
7 43.75 0 0.00 8 50.00 0 0.00 7 43.75 1 6.25 3 18.75
11 44.00 0 0.00 12 48.00 0 0.00 5 20.00 0 0.00 2 8.00
15 18.39 3 9.68 19 61.29 0 0.00 1 3.23 0 0.00 4 12.90

合　計 56 45.53 7 5.69 64 52.03 0 0.00 21 17.07 2 1.63 15 12.20
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和
五
年
卒
）
と
い
っ
た
男
女
交
際
禁
止
や
映
画
館（13）

や
飲
食
店
な
ど
の
利
用
禁
止
と
い
っ
た
風

紀
に
関
す
る
指
導
と
教
諭
や
上
級
生
に
対
し
て
挨
拶
な
ど
敬
意
を
払
う
よ
う
注
意
す
る
礼
儀

作
法
に
関
す
る
も
の
が
目
立
っ
た
。
中
に
は
「
Ｓ
（
女
性
同
士
の
文
通
）」（
八
幡
浜
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
の
禁
止
と
い
う
女
学
校
な
ら
で
は
の
指
導
や
「
英
語
禁
止
（
三
年
生
よ
り
）

例
コ
ッ
プ
↓
湯
呑
」（
今
治
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
と
い
っ
た
時
代
を
反
映
し
た
指
導
を

強
く
記
憶
し
て
い
る
回
答
も
見
ら
れ
た
。

　

⑤
ス
ポ
ー
ツ
（
複
数
回
答
）（
表
一
三
・
一
四
・
一
五
）

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
体
力
や
体
格
の
向
上
を
目
的
と
し
て
高
女
で
は
体
育
に
重
点
を
お

く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
一
八(
大
正
七)

年
、
臨
時
教
育
会
議
に
お
い
て
「
女
子
教
育

ニ
関
シ
改
革
ヲ
施
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
若
シ
コ
レ
ア
リ
ト
セ
ハ
其
ノ
要
点
及
方
法
如
何
」
に
つ

い
て
の
答
申
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
具
体
案
の
一
つ
と
し
て
「
体
力
の
増
強
に
留
意
す
る
」
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る（14）

。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
七
一
％
が
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
が
あ
る
と
答
え
て

い
る
。
現
在
の
国
民
体
育
大
会
の
前
身
で
あ
る
明
治
神
宮
競
技
大
会
が
一
九
二
四
（
大
正

一
三
）
年
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
全
国
の
女
学
生
の
間
で
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

況
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
六(

大
正
一
五)

年
に
は
「
高
等
女
学
校
施
行
規
則
中
改
正
」

が
制
定
さ
れ
、「
施
行
規
則
」
第
一
三
号
「
体
操
、
教
練
及
遊
戯
」
に
「
競
技
」
が
加
え
ら

れ
た（15）

。
こ
の
後
、
テ
ニ
ス
や
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
勝
敗
を
つ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
な
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
経
験
者
の
う
ち
六
二
％
が「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」
の
経
験
を
回
答
す
る
な
ど
、
愛
媛
県
内
の
高
女
で
も
そ
の
様
子
は
う
か
が
い

知
れ
る
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
な
る
と
さ
ら
に
「
弓
道
・
薙
刀
・
水
泳
・
ス
キ
ー
・

ス
ケ
ー
ト
」
が
体
育
の
項
目
と
し
て
追
加
さ
れ
た（16）

。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
昭
和
一
五
年

卒
業
生
以
降
、「
そ
の
他
」
欄
に
お
い
て
「
弓
道
」
と
「
薙
刀
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
高
女
で
は
体
育
教
育
を
重
視
し
て
い
た
。
こ
の
動
き
が
洋
装
制
服
の
導
入

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
活
動
性
の
要
求
さ
れ
る
運
動
服
と

し
て
洋
服
を
採
用
し
た
後
、
制
服
と
し
て
洋
服
を
採
用
す
る
高
女
が
多
く
見
ら
れ
た（17） 

。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
運
動
す
る
際
の
服
と
し
て
、「
上
着
」・「
ブ
ル
マ
ー
ス
」・「
は
ち
ま

き
」を
記
憶
す
る
回
答
者
が
そ
れ
ぞ
れ
七
割
以
上
見
ら
れ
た
。
ま
た
運
動
服
の
下
着
と
し
て
、

四
八
％
が
「
シ
ュ
ミ
ー
ズ
」、
五
四
％
が
「
ズ
ロ
ー
ス
」
を
あ
げ
て
い
る
。
シ
ュ
ミ
ー
ズ
と

ス
リ
ッ
プ
は
い
ず
れ
も
袖
無
し
で
ワ
ン
ピ
ー
ス
状
に
な
っ
た
下
着
で
あ
る
。
も
と
も
と
欧
米

で
は
、
シ
ュ
ミ
ー
ズ
は
肌
に
着
け
る
も
の
で
ス
リ
ッ
プ
は
ド
レ
ス
の
す
べ
り
を
よ
く
す
る
中

間
衣
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た
際
に
名
称
や
機
能
が
混
同
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
る（18）

。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
選
択
肢
の
他
に
絵
で
回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で

あ
り
、「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、「
シ
ュ
ミ
ー
ズ
」、「
ウ
エ
ス
ト
」
の
簡
単
な
絵
を
例
と
し

て
示
し
て
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
愛
媛
県
の
女
学
生
の
間
で
は
「
ス
リ
ッ
プ
」
よ

り
「
シ
ュ
ミ
ー
ズ
」
と
い
う
呼
称
が
主
流
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

⑥
制
服
で
の
県
外
へ
の
旅
行
（
表
一
六
）

　

修
学
旅
行
な
ど
制
服
で
県
外
に
赴
く
こ
と
に
よ
り
、
外
部
か
ら
の
反
応
を
受
け
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
制
服
の
見
直
し
を
図
っ
た
高
女
の
例
は
全
国
的
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
山
口
県

ヱ 27互黛嶌荀ネ

有 無 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

3 60.00 2 40.00 0 0.00

9 64.29 5 35.71 0 0.00

27 100.00 0 0.00 0 0.00

23 54.76 18 42.86 1 2.38

29 30.21 65 67.71 2 2.08

合　計 91 49.46 90 48.91 3 1.63

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

4 28.57 10 71.43 0 0.00

29 65.91 14 31.82 1 2.27

11 30.56 24 66.67 1 2.78

13 76.47 4 23.53 0 0.00

11 40.74 16 59.26 0 0.00

20 55.56 15 41.67 1 2.78

合　計 88 50.57 83 47.70 3 1.72
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立
長
府
高
等
女
学
校
で
は
修
学
旅
行
先
で
生
徒
が
バ
ス
ガ
イ
ド
に
間
違
え
ら
れ
る
な
ど
し
た

た
め
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
さ
れ
た（19）

。
愛
媛
県
で
も
西
条
高
女

で
は
「
修
学
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
て
私
共
は
京
都
府
立
高
女
の
グ
リ
ー
ン
の
制
服
を
真
似
て

紫
紺
の
モ
ス
で
制
服
を
作
っ
た
」（
西
条
高
女　

大
正
一
三
年
卒（20）

）
と
あ
り
、
ま
た
宇
和
島

高
女
で
も
「
昭
和
三
年
の
東
京
方
面
の
修
学
旅
行
を
機
と
し
て
大
き
く
変
更
さ
れ
い
わ
ゆ
る

セ
ー
ラ
ー
服
と
な
っ
た（21）

」
と
あ
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
自
分
で
は
最
高
の
制
服
と
自
負
し
て
い
た
」（
松
山
高
女　

昭
和
一
一
年
卒
）
生
徒
が
い
る
一
方
で
、「
制
服
が
野
暮
っ
た
く
て
セ
ー
ラ
ー
で
あ
れ
ば
い

い
の
に
と
何
回
か
思
っ
た
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
一
二
年
卒
）、「
他
か
ら
批
判
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
市
内
を
ま
わ
る
と
き
や
は
り
私
達
の
服
装
は
田
舎
じ
み
て
い
る
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。」（
大
洲
高
女　

昭
和
一
三
年
卒
）、「
冬
の
制
服
は
セ
ー
ラ
ー
衿
に
ベ
ル
ト

が
あ
っ
た
の
が
お
か
し
か
っ
た
。
リ
ボ
ン
も
小
さ
い
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
。
田
舎
く
さ

く
も
っ
さ
り
し
て
い
た
」（
松
山
高
女　

昭
和
一
八
年
卒
）
な
ど
の
感
想
を
抱
い
た
生
徒
も

多
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
県
外
で
は
「
○
○
高
女
の
制
服
」
と
い
っ
た
意
味
が
通
用
せ
ず
、
制

服
を
見
て
「
学
業
優
秀
」
や
「
質
実
剛
健
」
と
い
っ
た
そ
の
学
校
の
校
風
が
連
想
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
付
加
価
値
が
除
外
さ
れ
た
上
で
「
ど
こ
か
の
女
学
校
の
制
服
」
と

し
て
主
に
美
的
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
制
服
は
建
前
上
、「
美
装
」
や
「
流
行
」
と

い
う
概
念
と
は
関
係
な
く
導
入
さ
れ
た
衣
服
で
あ
る
。
し
か
し
各
学
校
の
理
想
と
す
る
教
育

や
女
性
が
制
服
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、「
学
校
の
あ
り
方
」を
視
覚
化
し
た
衣
服
で
あ
る
以
上
、

外
部
の
目
に
非
常
に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
外
部
か
ら
の
視
線
を
受
け
る
事
に
よ
っ

て
「
衣
服
」
と
し
て
の
制
服
に
つ
い
て
省
み
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
全
体
の
四
九
％
が
記
憶
し
て
い
る
。
戦
時
下
に
入
る
と
修
学

旅
行
が
中
止
さ
れ
る
学
校
が
出
て
き
て
お
り
、「
残
念
で
あ
っ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

三　

制　
　

服

　

①
制
服
の
製
作
者
（
複
数
回
答
）（
表
一
七
）

　

八
五
％
の
回
答
者
が
、
制
服
の
製
作
者
と
し
て
「
洋
服
店
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
松

山
高
女
で
一
一
％
、

東
宇
和
高
女
で

一
四
％
が
「
夏
服
は

一
年
入
学
時
四
年
生

の
方
が
縫
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
」（
東
宇

和
高
女　

昭
和
一
八

年
卒
）
と
い
う
証
言

の
よ
う
に
「
先
輩
」

に
よ
る
制
服
の
製
作

を
記
憶
し
て
い
る
。

　
「
入
学
し
た
ば
か

り
の
私
た
ち
を
感
激

さ
せ
た
の
は
、
五
年

生
が
教
材
と
し
て

縫
っ
て
く
れ
る
夏
の

制
服
で
し
た
。
あ
る

日
の
休
み
時
間
に
未

知
の
上
級
生
が
、『
も

し
も
よ
く
で
き
な
く

て
も
ご
め
ん
な
さ
い

ね
。』
と
言
い
な
が

ら
寸
法
を
採
り
に
き

た
そ
の
日
か
ら
、
待
ち
か
ね
て
い
た
制
服
は
、
衣
更
え
の
日
の
前
日
、
丹
念
に
仕
立
て
上
げ

ら
れ
て
届
き
ま
し
た
。上
級
生
の
心
の
こ
も
っ
た
制
服
は
、紺
の
ス
カ
ー
ト
に
白
い
セ
ー
ラ
ー

カ
ラ
ー
の
上
衣
で
、
青
い
リ
ボ
ン
を
胸
に
結
び
ま
し
た
。」（
松
山
高
女　

昭
和
一
七
年
卒（22）

） 

　

愛
媛
県
内
で
は
、
ほ
か
に
西
条
高
女
で
も
「
新
入
生
の
ス
カ
ー
ト
は
四
年
生
が
教
材
と
し

て
仕
立
て
」（
昭
和
四
年
卒（23）

）
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
裁
縫
実
習
を
兼
ね
て
上
級
生
が
新
入

ヱ 28互韮衒貢60捜70

自分自身 先　輩 家　族 洋服店 その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 25.00 3 75.00 0 0.00

0 0.00 0 0.00 0 0.00 14 100.00 0 0.00

1 4.35 1 4.35 1 4.35 22 95.65 0 0.00

3 6.98 7 16.28 3 6.98 41 95.35 3 6.98

8 8.51 2 2.13 14 14.89 72 76.60 19 20.21

合　計 12 6.74 10 5.62 19 10.67 152 85.39 22 12.36

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

1 7.69 0 0.00 2 15.38 10 76.92 2 15.38

1 2.63 4 10.53 1 2.63 32 84.21 7 18.42

8 22.22 0 0.00 9 25.00 26 72.22 5 13.89

1 5.88 0 0.00 3 17.65 15 88.24 1 5.88

0 0.00 0 0.00 0 0.00 26 96.30 2 7.41

1 2.70 5 13.51 3 8.11 34 91.89 5 13.51

合　計 12 7.14 9 5.36 18 10.71 143 85.12 22 13.10
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生
の
制
服
を
製
作
す
る
例
は
、
福
島
県
立
会
津
高
等
女
学
校（24）

な
ど
全
国
に
見
受

け
ら
れ
る
。
上
級
生
に
下
級
生
の
制
服
を
製
作
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
制
服
を

通
じ
た
感
謝
や
親
愛
の
気
持
ち
が
培
わ
れ
る
こ
と
を
学
校
側
は
意
図
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
制
服
製
作
に
関
し
て
そ
の
他
に
も
「
制
服
で
は
な
い
の
で
す

が
入
学
後
、
二
年
生
の
方
に
（
教
材
と
し
て
）
モ
ン
ペ
を
製
作
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
掃
除
の
と
き
着
用
し
て
い
ま
し
た
。」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
一
九
年

卒
）、「
制
服
を
特
注
す
る
人
が
少
数
で
す
が
あ
り
ま
し
た
。
布
地
の
上
質
の
物

で
仕
上
っ
て
い
ま
し
た
」（
八
幡
浜
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）、「
標
準
服
は
学

校
で
習
っ
て
自
分
で
仕
立
て
た
。
四
年
生
の
時　

一
週
間
く
ら
い
」（
城
北
高

女　

昭
和
一
九
年
卒
）
と
い
っ
た
自
由
記
述
が
み
ら
れ
た
。

　

制
服
は
、
着
用
者
が
袖
を
通
す
前
の
段
階
か
ら
、「
生
地
へ
の
こ
だ
わ
り
」

や
「
自
ら
製
作
し
た
苦
労
」
な
ど
、
様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
た
衣
服
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

②
制
服
の
下
着
（
複
数
回
答
）（
表
一
八
・
一
九
）

　

制
服
の
形
状
や
着
用
法
に
関
し
て
は
、
各
高
女
の
沿
革
史
な
ど
に
記
録
が
散

見
で
き
る
が
、制
服
の
下
に
身
に
つ
け
る
衣
服
に
関
し
て
は
、そ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
性
質
か
ら
実
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
戦
前
の
洋
装
化

に
伴
う
洋
装
下
着
の
普
及
状
況
を
探
る
目
的
か
ら
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

下
着
に
関
す
る
問
い
を
設
け
た
。

　

そ
の
結
果
、制
服
の
下
着
と
し
て
、「
ズ
ロ
ー
ス
」
は
九
一
％
、「
シ
ュ
ミ
ー
ズ
」

が
八
六
％
用
い
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
高
い
普
及
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

二
種
類
の
下
着
は
戦
前
の
女
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
」
の
回
答
が
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
以

前
ま
で
は
八
〇
〜
九
〇
％
の
高
い
率
を
示
し
て
い
る
。
物
資
の
不
足
に
よ
っ
て

下
駄
履
き
に
な
る
戦
時
下
ま
で
は
、
革
靴
に
「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
」
が
み
だ
し
な

み
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
八
幡
浜

高
女
で
は
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
四
月
六
日
に
「
資
源
保
護
の
た
め
靴
下

ヱ 29互韮衒貢真?

ブラジャー ウエスト スリップ シュミーズ コンビネーション ブルマース
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 4 80.00 0 0.00 0 0.00
0 0.00 2 14.29 7 50.00 12 85.71 1 7.14 1 7.14
3 11.11 3 11.11 14 51.85 22 81.48 2 7.41 7 25.93
2 45.45 4 9.09 19 43.18 38 86.36 0 0.00 2 4.55
12 12.24 5 5.10 28 28.57 86 87.76 0 0.00 12 12.24

合　計 17 9.04 14 7.45 68 36.17 162 86.17 3 1.60 22 11.70
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

2 13.33 0 0.00 3 20.00 13 86.67 0 0.00 2 13.33
8 19.51 5 12.20 17 41.46 32 78.05 2 4.88 5 12.20
1 2.70 2 5.41 12 32.43 33 89.19 0 0.00 3 8.11
0 0.00 1 5.56 3 16.67 17 94.44 0 0.00 0 0.00
0 0.00 0 0.00 12 44.44 23 85.19 0 0.00 7 25.93
5 12.50 5 12.50 18 45.00 34 85.00 1 2.50 5 12.50

合　計 16 8.99 13 7.30 65 36.52 152 85.39 3 1.69 22 12.36

ズロース ストッキング ガードル ガーター その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

4 80.00 4 80.00 0 0.00 0 0.00 1 20.00
13 92.86 11 78.57 1 7.14 1 7.14 0 0.00
27 100.00 25 92.59 1 3.70 2 7.41 3 11.11
38 86.36 25 56.82 0 0.00 0 0.00 9 20.45
90 91.84 29 29.59 0 0.00 2 2.04 23 23.47

合　計 172 91.49 94 50.00 2 1.06 5 2.66 36 19.15
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

14 93.33 3 20.00 0 0.00 0 0.00 6 40.00
38 92.68 26 63.41 1 2.44 1 2.44 7 17.07
34 91.89 12 32.43 0 0.00 1 2.70 12 32.43
17 94.44 12 66.67 1 5.56 2 11.11 2 11.11
23 85.19 13 48.15 0 0.00 0 0.00 2 7.41
36 90.00 20 50.00 0 0.00 1 2.50 6 15.00

合　計 162 91.01 86 48.31 2 1.12 5 2.81 35 19.66
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着
用
を
止
む（25）

」
と
い
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
逆
に
「
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
」・「
ウ
エ
ス
ト
」・「
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」・「
ガ
ー
ド
ル
」・「
ガ
ー
タ
ー
」
な
ど
は
、『
主
婦
之
友
』
や
『
婦
人
画
報
』

と
い
っ
た
婦
人
雑
誌（26）

に
お
い
て
洋
装
下
着
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
当
時
の
女

学
生
の
間
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

次
に
、
下
着
の
入
手
方
法
と
し
て
九
二
％
が
店
舗
で
購
入
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に

入
る
と
、
経
済
性
と
フ
ィ
ッ
ト
感
を
重
視
し
「
銘
々
の
体
格
に
合
は
せ
て
作
っ
て
は
ど
う
で

せ
う（27）

。」
と
下
着
の
手
作
り
を
勧
め
る
記
事
が
婦
人
雑
誌
上
に
現
れ
る
も
の
の
、
愛
媛
県
で

は
店
舗
で
購
入
す
る
高
女
生
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。

　

③
服
装
検
査
（
表
二
〇
）

　

実
際
に
制
服
が
着
用
さ
れ
た
着
こ
な
し
を
探
る
た
め
、
服
装
検
査
に
つ
い
て
設
問
を
作
成

し
た
。
こ
れ
は
制
服
と
い
う
規
則
か
ら
の
逸
脱
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
制
服

を
め
ぐ
る
規
範
が
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
る
と
考
え
た
事
に
よ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

五
五
％
の
高
女
生
が
服
装
検
査
を
記
憶
し
て
い
る
。
服
装
検
査
で
は
ス
カ
ー
ト
の
襞
の
数
や

丈
、
髪
型
や
持
物
に
つ
い
て
、
教
師
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
「
白
衿
を
清

潔
に
」（
今
治
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
と
い
っ
た
身
だ
し
な
み
の
注
意
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
、「
上
着
の
裾
を
し
ぼ
る
」
こ
と
の
禁
止
（
城
北
高
女　

昭
和
一
四
年
卒
）「
ス
カ
ー

ト
丈
は
ス
ネ
よ
り
一
〇
㎝
以
上
、
ス
カ
ー
ト
ひ
だ
は
一
六
よ
り
多
く
し
な
い
」（
東
宇
和
高

女　

昭
和
一
四
年
卒
）
と
い
っ
た
記
述
か
ら
は
女
学
生
の
間
か
ら
生
ま
れ
た
制
服
の
着
こ
な

し
や
流
行
に
つ
い
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。例
え
ば「
其
の
頃
は
短
い
ス
カ
ー
ト
に
代
っ

て
長
い
ス
カ
ー
ト
が
は
や
り
始
め
、
い
つ
と
は
な
し
に
制
服
も
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
に
替
っ
て

い
た
。」（
宇
和
島
高
女　

昭
和
一
〇
年
卒（28）

）
と
い
う
証
言
か
ら
は
洋
服
の
流
行
が
制
服
に
も

ヱ 31互衒27遲谺

有 無 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

3 60.00 1 20.00 1 20.00

8 66.67 2 16.67 2 16.67

18 66.67 6 22.22 3 11.11

28 73.68 5 13.16 5 13.16

37 41.11 32 35.56 21 23.33

合　計 94 54.65 46 26.74 32 18.60

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

8 57.14 4 28.57 2 14.29

27 69.23 6 15.38 6 15.38

18 56.25 6 18.75 8 25.00

9 50.00 7 38.89 2 11.11

13 52.00 9 36.00 3 12.00

13 38.24 13 38.24 8 23.53

合　計 88 54.32 45 27.78 29 17.90

ヱ 2:互韮衒貢真?貢60捜70

自分自身 家族 店で購入 その他

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 100.00 0 0.00

1 7.69 1 7.69 13 100.00 0 0.00

2 9.52 4 19.05 21 100.00 1 4.76

1 3.03 10 30.30 32 96.97 0 0.00

6 14.29 18 42.86 34 80.95 4 9.52

合　計 10 9.09 33 30.00 101 91.81 5 4.55

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

1 4.35 1 4.35 23 100.00 0 0.00

4 26.67 7 46.67 13 86.67 1 6.67

1 50.00 1 50.00 2 100.00 0 0.00

0 0.00 4 17.39 21 91.30 2 8.70

4 10.00 18 45.00 35 87.50 2 5.00

合　計 10 9.71 31 30.10 94 91.26 5 4.85

*今治高女のアンケートのみ設問無し
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取
り
い
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
画
一
的
な
制
服
の
中
で
小
さ
な
差
異
を
競
う
よ
う

な
制
服
文
化
は
、
現
代
の
女
子
中
高
生
に
も
通
じ
る
点
が
あ
る
。

　

④
洋
装
制
服
で
の
ふ
る
ま
い
（
表
二
一
）

　

そ
し
て
洋
装
制
服
の
身
な
り
と
別
に
、そ
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
の
指
導
は
、わ
ず
か
八
％

の
卒
業
生
に
し
か
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
。内
容
は「
姿
勢
を
正
し
く　

背
筋
を
の
ば
す
」（
東

宇
和
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）「
足
を
広
げ
て
腰
か
け
な
い　

ひ
ざ
を
く
っ
つ
け
な
さ
い
」（
城

北
高
女　

昭
和
二
二
年
卒
）
と
い
っ
た
注
意
が
主
で
あ
る
。

　

⑤
学
校
外
で
の
制
服
の
着
用
（
表
二
二
）

　

こ
の
設
問
は
、「
○
○
高
女
の
生
徒
」
で
あ
る
こ
と
を
視
覚
化
す
る
制
服
を
、
学
校
外
で

も
着
用
し
た
か
ど
う
か
を
探
る
目
的
で
作
成
し
た
。
有
効
回
答
者
の
う
ち
、
六
〇
％
が
学
校

外
で
の
制
服
着
用
を
記
憶
し
て
い
る
。
中
で
も
西
条
高
女
・
今
治
高
女
・
松
山
高
女
・
城
北

高
女
・
東
雲
高
女
・
大
洲
高
女
・
八
幡
浜
高
女
で
は
「
外
出
は
制
服
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。」（
八

幡
浜
高
女　

昭
和
一
四
卒
）
と
い
う
証
言
の
よ
う
に
、
学
校
外
で
は
必
ず
制
服
着
用
の
規
則

を
記
憶
す
る
回
答
が
複
数
見
ら
れ
た
。

　

⑥
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
（
表
二
三
〜
三
〇
）

　

こ
の
設
問
で
は
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
五
段
階
で
選
択
し
て
も
ら
っ
た
。

　

右
の
言
葉
に
対
し
て
そ
う
思
う
場
合
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
五

　

右
の
言
葉
に
対
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
場
合
は　
　

四

　

ど
ち
ら
で
も
な
い
場
合
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

　

左
の
言
葉
に
対
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
場
合
は　
　

二

　

左
の
言
葉
に
対
し
て
そ
う
思
う
場
合
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

←
一　

ヱ 32互┠27韮衒貢閤鵠合広行考広肱┑牀江黒紅42鵬

有 無 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 2 66.67 1 33.33

2 14.29 11 78.57 1 7.14

2 8.00 19 76.00 4 16.00

3 7.89 29 76.32 6 15.79

6 7.41 62 76.54 13 16.05

合　計 13 8.07 123 76.40 25 15.53

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

0 0.00 13 92.86 1 7.14

6 17.65 23 67.65 5 14.71

2 6.06 22 66.67 9 27.27

0 0.00 14 87.50 2 12.50

3 13.04 18 78.26 2 8.70

2 6.25 27 84.38 3 9.38

合　計 13 8.55 117 76.97 22 14.47

ヱ 33互嶌貊咤腔貢韮衒?詹42鵬

有 無 覚えていない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

2 50.00 1 25.00 1 25.00

4 30.77 7 53.85 2 15.38

16 61.54 7 26.92 3 11.54

30 71.43 3 7.14 9 21.43

57 59.38 21 21.88 18 18.75

合　計 109 60.22 39 21.55 33 18.23

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

10 66.67 3 20.00 2 13.33

26 61.90 8 19.05 8 19.05

18 50.00 11 30.56 7 19.44

12 75.00 2 12.50 2 12.50

15 57.69 9 34.62 2 7.69

21 56.76 5 13.51 11 29.73

合　計 102 59.30 38 22.09 32 18.60
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ヱ 34互韮衒貢婚坂察沙互麹劫耕紅広←→抗浩轟黒

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 100.00 0 0.00 0 0.00
0 0.00 1 14.29 5 71.43 1 14.29 0 0.00
3 18.75 1 6.25 7 43.75 3 18.75 2 12.50
1 5.26 1 5.26 9 47.37 8 42.11 0 0.00
20 25.64 9 11.54 36 46.15 10 12.82 3 3.85

合　計 24 19.83 12 9.92 58 47.93 22 18.18 5 4.13

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

5 38.46 3 23.08 3 23.08 2 15.38 0 0.00
8 29.63 4 14.81 12 44.44 2 7.41 1 3.70
6 19.35 2 6.45 11 35.48 11 35.48 1 3.23
1 14.29 1 14.29 4 57.14 1 14.29 0 0.00
3 18.75 2 12.50 9 56.25 1 6.25 1 6.25
1 5.00 0 0.00 14 70.00 3 15.00 2 10.00

合　計 24 21.05 12 10.53 53 46.49 20 17.54 5 4.39

ヱ 35互韮衒貢婚坂察沙互丱帽←→╀眛

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

1 50.00 1 50.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
1 12.50 3 37.50 3 37.50 1 12.50 0 0.00
5 25.00 5 25.00 8 40.00 1 5.00 1 5.00
1 4.17 6 25.00 15 62.50 2 8.33 0 0.00
17 22.97 22 29.73 29 39.19 3 4.05 3 4.05

合　計 25 19.53 37 28.90 55 42.97 7 5.47 4 3.13

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

2 18.18 6 54.55 3 27.27 0 0.00 0 0.00
6 25.00 9 37.50 7 29.17 1 4.17 1 4.17
10 31.25 5 15.63 14 43.75 2 6.25 1 3.13
1 11.11 3 33.33 5 55.56 0 0.00 0 0.00
2 10.00 8 40.00 8 40.00 1 5.00 1 5.00
4 16.67 5 20.83 13 54.17 2 8.33 0 0.00

合　計 25 20.83 36 30.00 50 41.67 6 5.00 3 2.50

ヱ 36互韮衒貢婚坂察沙互溟拘浩広←→㌓穀浩広

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 1 33.33 0 0.00 0 0.00 2 66.67
0 0.00 0 0.00 2 22.22 2 22.22 5 55.56
1 5.00 0 0.00 4 20.00 5 25.00 10 50.00
0 0.00 0 0.00 6 20.69 6 20.69 17 58.62
2 2.74 1 1.37 24 32.88 18 24.66 28 38.36

合　計 3 2.24 2 1.49 36 26.87 31 23.13 62 46.27

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 3 25.00 4 33.33 5 41.67
0 0.00 0 0.00 9 32.14 2 7.14 17 60.71
0 0.00 0 0.00 9 29.03 8 25.81 14 45.16
0 0.00 1 9.09 3 27.27 2 18.18 5 45.45
1 5.56 0 0.00 5 27.78 6 33.33 6 33.33
2 8.00 1 4.00 7 28.00 6 24.00 9 36.00

合　計 3 2.40 2 1.60 36 28.80 28 22.40 56 44.80
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ヱ 37互韮衒貢婚坂察沙互赶淤ª←→嚊淤ª

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 50.00 0 0.00 1 50.00
0 0.00 0 0.00 3 42.86 3 42.86 1 14.29
0 0.00 0 0.00 4 26.67 5 33.33 6 40.00
0 0.00 0 0.00 6 26.09 11 47.83 6 26.09
1 1.52 2 3.03 33 50.00 16 24.24 14 21.21

合　計 1 0.88 2 1.77 47 41.59 35 30.97 28 24.78
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 1 11.11 6 66.67 1 11.11 1 11.11
0 0.00 0 0.00 15 68.18 4 18.18 3 13.64
0 0.00 1 3.70 9 33.33 11 40.74 6 22.22
0 0.00 0 0.00 5 50.00 2 20.00 3 30.00
0 0.00 0 0.00 6 35.29 7 41.18 4 25.53
1 5.26 0 0.00 5 26.32 7 36.84 6 31.58

合　計 1 0.96 2 1.92 46 44.23 32 30.77 23 22.12

ヱ 38互韮衒貢婚坂察沙互罰攻行晃広←→罰攻麹溝広

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 33.33 0 0.00 2 66.67
0 0.00 0 0.00 4 44.44 0 0.00 5 55.56
0 0.00 0 0.00 7 43.75 2 12.50 7 43.75
0 0.00 0 0.00 5 22.73 7 31.82 10 45.45
0 0.00 2 2.78 35 48.61 21 29.17 14 19.44

合　計 0 0.00 2 1.64 52 42.62 30 24.59 38 31.15
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 1 10.00 4 40.00 3 30.00 2 20.00
0 0.00 0 0.00 13 54.17 5 20.83 6 25.00
0 0.00 0 0.00 11 37.93 10 34.48 8 27.59
0 0.00 0 0.00 6 66.67 1 11.11 2 22.22
0 0.00 0 0.00 9 56.25 2 12.50 5 31.25
0 0.00 1 4.17 6 25.00 7 29.17 10 41.67

合　計 0 0.00 2 1.79 49 43.75 28 25.00 33 29.46

ヱ 39互韮衒貢婚坂察沙互構腰構腰←→Ⓩ行荒港拷

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 100.00 0 0.00 0 0.00
0 0.00 1 16.67 3 50.00 2 33.33 0 0.00
0 0.00 1 7.69 7 53.85 4 30.77 1 7.69
0 0.00 0 0.00 5 26.32 13 68.42 1 5.26
2 2.94 6 8.82 41 60.29 12 17.65 7 10.29

合　計 2 1.87 8 7.48 57 53.27 31 28.97 9 8.41
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

1 10.00 2 20.00 6 60.00 1 10.00 0 0.00
0 0.00 2 9.52 11 52.38 7 33.33 1 4.76
1 3.57 1 3.57 14 50.00 10 35.71 2 7.14
0 0.00 0 0.00 5 83.33 1 16.67 0 0.00
0 0.00 1 6.25 10 62.50 3 18.75 2 12.50
0 0.00 2 10.53 8 42.11 7 36.84 2 10.53

合　計 2 2.00 8 8.00 54 54.00 29 29.00 7 7.00
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ま
ず
制
服
は
女
学
生
に
と
っ
て
「
や
ぼ
っ
た
い
」
か
「
お
し
ゃ

れ
」
か
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が

四
八
％
と
多
く
、
制
服
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も

見
ら
れ
る
。「
制
服
は
や
ぼ
っ
た
い
け
れ
ど
私
達
に
と
っ
て
は
誇

り
で
あ
り
ま
し
た
」（
八
幡
浜
高
女　

昭
和
一
七
年
卒
）

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
よ
り
全
国
統

一
の
女
学
生
制
服
が
実
施
さ
れ
る（29）

。
こ
れ
以
降
入
学
し
た
生
徒

か
ら
は
「
昭
和
一
八
年
ご
ろ
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
か
ら
へ
ち
ま
衿

に
変
っ
た
時
は
や
ぼ
っ
た
く
で
い
や
で
あ
っ
た
」（
東
宇
和
高
女

昭
和
二
〇
年
卒
）、「
戦
時
中
は
国
民
服
と
い
っ
て
各
女
学
校
共

通
の
服
し
か
着
れ
ず
城
北
の
制
服
（
モ
ダ
ン
で
し
た
）
に
憧
れ

て
入
学
し
た
の
に
残
念
で
し
た
。」（
城
北
高
女　

昭
和
二
一
年

卒
）
と
い
っ
た
回
答
の
よ
う
に
統
一
制
服
へ
の
不
満
と
従
来
の

制
服
へ
の
愛
着
が
見
ら
れ
る
。
へ
ち
ま
衿
の
制
服
は
そ
の
形
状

と
と
も
に
「
各
高
女
統
一
」
と
い
っ
た
「
制
服
」
ら
し
か
ら
ぬ

点
が
高
女
生
の
不
満
の
理
由
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
制
服
に

よ
っ
て
ど
こ
の
高
女
か
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
差
異
化
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
制
服
が
他
校
と
同
一
に
な
っ
た
こ
と
は
、
当
事
者

で
あ
る
高
女
生
に
と
っ
て
は
、

　
「 

戦
中
は
全
国
同
じ
に
な
り
ま
し
た
が
敢
え
て
姉
か
ら
の
物
と

し
て
古
い
ベ
ル
ト
の
あ
る
制
服
に
し
て
ま
し
た
。
他
校
と
同

じ
制
服
に
と
て
も
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
。」（
松
山
高
女　

昭
和
二
三
年
卒
）

と
い
っ
た
証
言
の
よ
う
に
衝
撃
的
で
あ
り
反
発
を
抱
く
も
の
で

あ
っ
た
。

　

次
に
「
地
味
」「
派
手
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

が
四
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
た
場
合
「
地
味
」

が
四
八
％
と
と
な
っ
て
い
る
。
洋
服
で
も
制
服
の
場
合
は
む
し

ヱ 3:互韮衒貢婚坂察沙互降拘降拘←→鋼耕紅酷

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 100.00 0 0.00 0 0.00
1 16.67 1 16.67 2 33.33 2 33.33 0 0.00
0 0.00 1 6.67 7 46.67 5 33.33 2 13.33
0 0.00 3 16.67 9 50.00 6 33.33 0 0.00
2 2.94 9 13.24 43 63.24 8 11.76 6 8.82

合　計 3 2.78 14 12.96 62 57.41 21 19.44 8 7.41
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

2 18.18 1 9.09 8 72.73 0 0.00 0 0.00
0 0.00 6 28.57 12 57.14 3 14.29 0 0.00
0 0.00 5 17.86 16 57.14 6 21.43 1 3.57
0 0.00 0 0.00 4 66.67 2 33.33 0 0.00
1 6.25 1 6.25 8 50.00 4 25.00 2 12.50
0 0.00 1 5.26 12 63.16 3 15.79 3 15.79

合　計 3 2.97 14 13.86 60 59.41 18 17.82 6 5.94

ヱ 41互韮衒貢婚坂察沙互孛広←→囂攻

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 1 33.33 0 0.00 0 0.00 2 66.67
0 0.00 0 0.00 2 18.18 2 18.18 7 63.64
0 0.00 1 6.25 3 18.75 6 37.50 6 37.50
0 0.00 0 0.00 3 10.00 9 30.00 18 60.00
7 9.46 9 12.16 28 37.84 12 16.22 18 24.32

合　計 7 5.22 11 8.21 36 26.87 29 21.64 51 38.06
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

1 9.09 5 45.45 4 36.36 0 0.00 1 9.09
2 6.67 2 6.67 5 16.67 4 13.33 17 56.67
3 9.09 2 6.06 8 24.24 8 24.24 12 36.36
0 0.00 1 10.00 4 40.00 1 10.00 4 40.00
1 5.56 1 5.56 6 33.33 4 22.22 6 33.33
0 0.00 0 0.00 9 39.13 7 30.43 7 30.43

合　計 7 5.60 11 8.80 36 28.80 24 19.20 47 37.60
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ろ
地
味
だ
と
着
用
者
は
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
問
目
は
「
恥
か
し
い
」
と
「
誇
ら
し
い
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
、
洋
装
者
は
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
洋
装
女
性
は
「
真
面
目
で
な
い
」「
ハ

イ
カ
ラ
な
」印
象
を
持
た
れ
、ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
う
こ
と
も
あ
っ
た（30）

。
し
か
し
、制
服
の
場
合
、

「
○
○
高
女
で
あ
る
」
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
身
に
つ
け
た
こ
と
か
ら
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
」
も
含
め
る
と
六
九
％
の
高
女
生
が
「
誇
ら
し
い
」
と
答
え
て
い
る
。

　

ま
た
四
問
目
で
は
「
男
性
的
」
か
「
女
性
的
」
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
尋
ね
て
い
る
。
同
じ
く

一
九
二
〇
年
代
、「
洋
服
を
着
て
い
る
と
、
世
間
で
は
す
ぐ
お
転
婆
と
決
め
て
か
か
り
ま
す

か
ら
…（31）

」
と
い
っ
た
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
松
山
高
女
で
も
、
洋
装
制
服
導
入
時
に

和
洋
装
が
選
択
制
の
時
期
が
あ
り
、
大
正
一
五
年
卒
の
女
性
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
お
転

婆
の
人
が
洋
服
を
着
て（32）

」
い
た
と
い
う
印
象
を
語
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
る
と
、
女
学
生
自
身
の

五
六
％
が
「
女
性
的
だ
」
と
制
服
を
考
え
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。「
セ
ー
ラ
ー
服
に
黒
い

靴
下
、
皮
靴
、
誇
ら
し
げ
な
お
姉
様
方
を
羨
望
の
目
で
見
て
い
ま
し
た
」（
宇
和
島
高
女　

昭
和
一
七
年
卒（33）

）
と
い
う
証
言
に
あ
る
よ
う
に
、
高
女
入
学
以
前
か
ら
制
服
に
対
し
て
年
上

の
女
性
へ
の
憧
れ
を
抱
く
少
女
も
い
た
。
こ
の
結
果
は
一
九
二
〇
年
代
の
回
答
数
が
少
な
い

こ
と
と
、
洋
服
で
は
な
く
制
服
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
設
問
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
洋
服
の
特
色
で
あ
る
活
動
性
に
つ
い
て
「
動
き
に
く
い
」
か
「
動
き
や
す
い
」
か
を

尋
ね
た
。
そ
の
結
果
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
て
「
動
き
に
く
い
」
と
答
え
た
高
女

生
は
一
％
で
あ
っ
た
。
洋
装
制
服
の
導
入
理
由
の
一
つ
が
活
動
性
で
あ
る
た
め
、
こ
の
結
果

は
妥
当
だ
と
言
え
る
。

　

次
の
二
つ
の
設
問
は
、
和
服
か
ら
洋
服
へ
の
移
行
の
際
の
皮
膚
感
覚
を
探
る
試
み
で
あ

る
。
制
服
に
つ
い
て
「
ご
わ
ご
わ
し
て
い
る
」
か
「
肌
に
な
じ
む
」
か
と
い
う
設
問
で
は
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
五
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
ん
だ
「
肌
に
な
じ
む
」
は

三
七
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
ぶ
か
ぶ
か
す
る
」
か
「
肌
に
ぴ
っ
た
り
す
る
」
か
と
い
う
設
問

で
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
五
七
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
ん
だ
「
肌
に
ぴ
っ

た
り
す
る
」
は
二
七
％
で
あ
っ
た
。
布
を
身
体
に
沿
う
形
で
ま
と
う
和
服
と
、
身
体
を
形
に

ヱ 42互韮衒控二濠肱?紅衒

はい いいえ

実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

2 66.67 1 33.33

6 42.86 8 57.14

2 8.00 23 92.00

2 4.65 41 95.35

4 4.08 94 95.92

合　計 16 8.74 167 91.26

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

0 0.00 15 100.00

6 14.63 35 85.37

3 8.11 34 91.89

2 12.50 14 87.50

3 11.54 23 88.46

2 5.26 36 94.74

合　計 16 9.25 157 90.75

合
わ
せ
る
洋
服
の
差
異
の
一
つ
が
肌
へ
の
密
着
感
だ
と
い
え
る
。
そ
の
フ
ィ
ッ
ト
感
ゆ
え
洋

服
の
機
能
性
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
洋
装
制
服
を
着
た
際
の
感
覚
と
し
て
「
圧
迫
感
」
が

着
用
者
に
あ
る
と
仮
定
し
た
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
と
く
に
そ
の
傾
向
は
見
ら
れ
な

か
っ
た（34）

。

　

最
後
は
、
制
服
の
好
悪
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
を
含
め
る

と
「
好
き
」
が
六
〇
％
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
二
七
％
、「
嫌
い
」
が
一
三
％
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
卒
業
以
降
の
年
代
で
「
嫌
い
」
が
目
立
つ
の
は
、
一
九
四
一
年

入
学
か
ら
実
施
さ
れ
た
全
国
統
一
制
服
が
理
由
と
し
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑦
洋
服
と
の
初
接
触
（
表
三
一
）

　

洋
装
制
服
に
よ
っ
て
洋
装
の
機
能
性
を
体
感
し
、
洋
装
化
の
推
進
と
な
る
に
は
、
着
用
者

が
洋
装
と
初
め
て
接
し
た
時
期
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
よ
っ
て
こ
の
設
問
で
は
、
制
服

が
初
め
て
身
に
つ
け
た
洋
服
で
あ
っ
た
か
を
尋
ね
た
。
す
る
と
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年

以
降
の
卒
業
年
代
は
九
割
以
上
が
「
い
い
え
」と
答
え
て
お
り
「
幼
少
期
か
ら
」も
し
く
は
「
生

ま
れ
た
時
か
ら
」
洋
服
で
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。
洋
装
制
服
が
洋
装
化
の
推
進
の
原
動＊「わからない」は回答が０
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力
と
な
っ
た
か
否
か
は
一
九
三
五
年
以
降
の
卒
業
者
の
分
析
か

ら
は
結
論
を
出
す
こ
と
が
困
難
だ
と
思
わ
れ
る（35）

。

　

⑧
洋
服
（
制
服
以
外
）
の
所
有
（
表
三
二
〜
三
四
）

　

同
じ
く
一
九
三
五
年
以
降
に
卒
業
し
た
高
女
生
は
、
九
割
以

上
が
制
服
以
外
に
も
洋
服
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
る
。
こ
の
年
代
で
は
家
庭
で
も
洋
服
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
有
効
回
答
者
全
体
で
は
、洋
服
の
種
類
と
し
て「
ワ

ン
ピ
ー
ス
」・「
ブ
ラ
ウ
ス
」・「
ス
カ
ー
ト
」
の
三
点
い
ず
れ
も

九
割
前
後
の
所
有
率
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
洋
服
の
入
手
方

法
（
複
数
回
答
）
は
店
で
購
入
が
七
九
％
、
家
族
の
手
に
よ
る

ヱ 44互盻衄浩肱広紅┠衒貢Ě書

スカート ブラウス ワンピース ツーピース コート その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

1 33.33 1 33.33 3 100.00 0 0.00 2 66.67 0 0.00
6 75.00 5 62.50 7 87.50 3 37.50 2 25.00 2 25.00
20 83.33 22 91.67 22 91.67 6 25.00 9 37.50 6 25.00
36 90.00 35 87.50 38 95.00 7 17.50 20 50.00 8 20.00
83 92.22 86 95.56 85 94.44 15 16.67 49 54.44 36 40.00

合　計 146 88.48 149 90.30 155 93.93 31 18.79 82 49.70 52 31.52
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

13 92.86 14 100.00 13 92.86 3 21.43 8 57.14 5 35.71
28 84.85 28 84.85 30 90.91 8 24.24 17 51.52 14 42.42
31 91.18 31 91.18 34 100.00 5 14.71 17 50.00 9 26.47
13 81.25 13 81.25 15 93.75 1 6.25 5 31.25 2 12.50
22 91.67 22 91.67 21 87.50 7 29.17 15 62.50 9 37.50
30 85.71 32 91.43 33 94.29 5 14.29 17 48.57 9 25.71

合　計 137 87.82 140 89.74 146 93.59 29 18.59 79 50.64 48 30.77

ヱ 45互┠衒貢渡眛苜┃

自分で製作 家族が製作 店で購入 その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

1 33.33 1 33.33 2 66.67 0 0.00
2 25.00 2 25.00 8 100.00 1 12.50
1 4.17 14 58.33 21 87.50 5 20.83
4 10.00 21 52.50 36 90.00 5 12.50
19 20.43 62 66.67 66 70.97 26 27.96

合　計 27 29.03 100 59.52 133 79.17 37 22.02
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜 高 女
東 宇 和 高 女

4 28.57 7 50.00 10 71.43 2 14.29
6 17.65 15 44.12 28 82.35 8 23.53
6 17.14 27 77.14 28 80.00 8 22.86
3 18.75 7 43.75 11 68.75 6 37.50
4 16.67 13 54.17 21 87.50 5 20.83
4 11.11 25 69.44 26 72.22 8 22.22

合　計 27 16.98 94 59.12 124 77.99 37 23.27

ヱ 43互韮衒宣咤貢┠衒貢盻衄

有 無 わからない
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

3 75.00 1 25.00 0 0.00
8 61.54 4 30.77 1 7.69
24 92.31 0 0.00 2 7.69
40 97.56 0 0.00 1 2.44
95 97.94 1 1.03 1 1.03

合　計 170 93.92 6 3.31 5 2.76

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

15 100.00 0 0.00 0 0.00
35 87.50 3 7.50 2 5.00
35 97.22 1 2.78 0 0.00
16 94.12 1 5.88 0 0.00
24 92.31 1 3.85 1 3.85
36 97.30 0 0.00 1 2.70

合　計 161 94.15 6 3.51 4 2.34
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も
の
が
六
〇
％
で
あ
る
。

四　

洋　
　

服

　

①
家
の
中
で
の
服
装
（
表
三
五
）

　

一
九
二
〇
年
代
、
和
洋
装
に
関
す
る
雑
誌
記
事
に
お
い
て
、
外
で
は
洋
服
、
家
の
中
で
は

和
服
を
用
い
る
女
性
に
つ
い
て
二
重
生
活
の
不
経
済
さ
が
話
題
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。
雑
誌
記
事
で
は
女
学
生
の
二
重
生
活
に
つ
い
て
も
も
ち
ろ
ん
言
及
さ
れ
て
い
る（36）

。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
家
で
は
八
八
％
の
女
学
生
が
洋
服
を
着
用
し
て
い
た
結
果
と

な
っ
た
。
年
代
ご
と
で
は
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
を
境
に
和
服
か
ら
洋
服
へ
と
変
化

し
た
よ
う
に
み
て
と
れ
る
。
例
え
ば
昭
和
五
年
卒
の
大
洲
高
女
生
は
、
四
年
生
頃
か
ら
夏
に

ア
ッ
パ
ッ
パ
ー（37）

の
よ
う
な
も
の
を
着
た
と
回
答
し
、そ
の
理
由
と
し
て
「
流
行
し
は
じ
め
た
」

ヱ 46互广貢腎腔貢衒27

洋　服 和　服 わからない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

1 25.00 3 75.00 0 0.00

1 9.09 10 90.91 0 0.00

14 82.35 2 11.76 1 5.88

30 90.91 3 9.09 0 0.00

91 100.00 0 0.00 0 0.00

合　計 137 87.82 18 11.54 1 0.64

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

14 100.00 0 0.00 0 0.00

26 70.27 11 29.73 0 0.00

35 100.00 0 0.00 0 0.00

12 80.00 3 20.00 0 0.00

20 90.91 2 9.09 0 0.00

23 92.00 2 8.00 0 0.00

合　計 130 87.84 18 12.16 0 0.00

ヱ 47互咤頓貢墫貢衒27

洋　服 和　服 わからない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 3 75.00 1 25.00

1 10.00 9 90.00 0 0.00

16 80.00 3 15.00 1 5.00

31 86.11 3 8.33 2 5.56

76 97.44 0 0.00 2 2.56

合　計 124 83.78 18 12.16 6 4.05

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

11 100.00 0 0.00 0 0.00

23 69.70 10 30.30 0 0.00

28 93.33 0 0.00 2 6.67

9 60.00 4 26.67 2 13.33

20 86.96 3 13.04 0 0.00

26 92.86 1 3.57 1 3.57

合　計 117 83.57 18 12.86 5 3.57

か
ら
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
「
普
段
着
の
着
物
な
し
」（
城
北
高
女　

昭
和
二
二
年
卒
）

と
い
っ
た
和
服
の
不
経
済
さ
や
「
後
の
手
入
れ
が
簡
単
」（
松
山
高
女　

昭
和
一
八
年
卒
）

と
い
っ
た
洋
服
の
便
利
さ
を
あ
げ
る
回
答
も
見
ら
れ
た
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、「
洋
服

が
働
き
よ
い
の
で
変
え
て
行
く
。
和
服
は
今
ま
で
あ
る
の
を
着
る
」（
大
洲
高
女　

昭
和
七

年
卒
）
と
い
っ
た
証
言
の
よ
う
に
、
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
徐
々
に
洋
服
へ
と
移
行
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

②
外
出
す
る
際
の
服
装
（
表
三
六)

　

外
出
す
る
際
の
服
装
も
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
卒
業
世
代
を
境
に
和
服
か
ら
洋
服

へ
と
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
和
服
で
外
出
す
る
理
由
と
し
て
、「
外
出
す
る
様
な
立
派
な

（筆

者

註

洋
）
服
が
な
か
っ
た
」（
大
洲
高
女　

昭
和
七
年
卒
）、「
外
出
は
必
ず
」
和
服
で
あ
り
そ

れ
は
「
行
儀
が
悪
く
な
る
」
た
め
（
大
洲
高
女　

昭
和
一
〇
年
卒
）
と
い
っ
た
証
言
の
よ
う

に
、
訪
問
の
際
に
和
服
を
用
い
て
き
た
習
慣
や
、
洋
装
で
訪
問
す
る
際
の
礼
儀
作
法
の
未
確
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立
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

反
対
に
、
洋
服
で
外
出
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
一
人
で
着
る
こ
と
が

で
き
る
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
一
九
年
卒
）、「
自
転
車
に
の
り
や
す
い

の
で
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
二
一
年
卒
）
と
い
っ
た
洋
服
の
簡
便
性
や

活
動
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
「
洋
服
の
生
活
に
慣
れ
て
い

た
か
ら
」（
東
雲
高
女　

昭
和
二
〇
年
卒
）
と
い
う
証
言
の
よ
う
に
「
時

代
が
洋
服
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
？
」（
西
条
高
女　

昭
和
二
〇
年

卒
）
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

③
和
装
の
際
、
洋
装
下
着
の
使
用
（
表
三
七
・
三
八
）

　

こ
の
設
問
で
は
、
和
装
の
際
に
洋
装
下
着
着
用
の
経
験
に
つ
い
て
尋
ね

て
い
る
。
和
服
の
下
着
と
し
て
洋
装
下
着
を
用
い
る
こ
と
は
現
代
に
お
い

ヱ 49互┠27真?貢Ě書

ブラジャー ウエスト スリップ シュミーズ コンビネーション ブルマース
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 2 66.67 0 0.00 0 0.00
0 0.00 1 16.67 0 0.00 2 33.33 0 0.00 1 16.67
2 11.11 3 16.67 6 33.33 10 55.56 0 0.00 1 5.56
1 3.45 0 0.00 5 17.24 22 75.86 0 0.00 1 3.45
3 6.82 0 0.00 11 25.00 29 65.91 1 2.27 2 4.55

合　計 6 6.00 4 4.00 22 22.00 65 65.00 1 1.00 5 5.00
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

1 12.50 0 0.00 1 12.50 7 87.50 0 0.00 0 0.00
2 11.11 1 5.56 2 11.11 9 50.00 1 5.56 3 16.67
1 5.56 0 0.00 4 22.22 10 55.56 0 0.00 0 0.00
0 0.00 0 0.00 0 0.00 6 75.00 0 0.00 0 0.00
0 0.00 0 0.00 4 25.00 12 75.00 0 0.00 0 0.00
0 0.00 2 8.00 9 36.00 18 72.00 0 0.00 1 4.00

合　計 4 4.30 3 3.23 20 21.51 62 66.67 1 1.08 4 4.30

ズロース ガードル ストッキング ガーター その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

3 100.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
6 100.00 0 0.00 1 16.67 0 0.00 2 33.33
17 94.44 0 0.00 3 16.67 0 0.00 0 0.00
23 79.31 0 0.00 0 0.00 1 3.45 2 6.90
42 95.45 1 2.27 2 4.55 0 0.00 2 4.55

合　計 91 91.00 1 1.00 6 6.00 1 1.00 6 6.00
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

8 100.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
15 83.33 0 0.00 3 16.67 0 0.00 2 11.11
16 88.89 1 5.56 0 0.00 0 0.00 1 5.56
8 100.00 0 0.00 1 12.50 1 12.50 1 12.50
14 87.50 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
23 92.00 0 0.00 2 8.00 0 0.00 2 8.00

合　計 84 90.32 1 1.08 6 6.45 1 1.08 6 6.45

ヱ 48互北27行┠27真?惚?詹浩紅42鵬

有 無 わからない

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

3 75.00 1 25.00 0 0.00

6 46.15 6 46.15 1 7.69

18 72.00 2 8.00 5 20.00

29 78.38 4 10.81 3 8.11

44 70.97 13 20.97 5 8.06

合　計 100 70.92 27 19.15 14 9.92

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

8 100.00 0 0.00 0 0.00

18 62.07 6 20.69 5 17.24

18 75.00 4 16.67 2 8.33

8 57.14 3 21.43 3 21.43

16 66.67 5 20.83 3 12.50

25 71.43 9 25.71 1 2.86

合　計 93 69.40 27 20.15 14 10.45
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ヱ 4:互┠衒貢婚坂察沙互麹劫耕紅広←→抗浩轟黒

1 2 3 4 5

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929

1930

1935

1940

1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 33.33 2 66.67

1 16.67 0 0.00 4 66.67 0 0.00 1 16.67

1 5.00 0 0.00 5 25.00 4 20.00 10 50.00

0 0.00 0 0.00 10 40.00 4 16.00 11 44.00

1 1.35 0 0.00 22 29.73 27 36.49 24 32.43

合　計 3 2.34 0 0.00 41 32.03 36 28.13 48 37.50

今 治 高 女

松 山 高 女

城 北 高 女

大 洲 高 女

八幡浜高女

東宇和高女

0 0.00 0 0.00 1 11.11 4 44.44 4 44.44

0 0.00 0 0.00 6 26.09 5 21.74 12 52.17

0 0.00 0 0.00 12 36.36 8 24.24 13 39.39

0 0.00 0 0.00 5 50.00 3 30.00 2 20.00

2 11.11 0 0.00 3 16.67 8 44.44 5 27.78

1 3.70 0 0.00 11 40.74 5 18.52 10 37.04

合　計 3 2.50 0 0.00 38 31.67 33 27.50 46 38.33

て
は
奇
妙
に
も
思
え
る
が
、
洋
装
下
着
は
導
入
時
、
和
装
下
着
の
欠
点
を
補
う
役
目
も
託
さ

れ
て
お
り（38）

、
そ
の
後
の
雑
誌
記
事
に
も
、
着
装
を
推
奨
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
「 

女
学
校
を
卒お

へ
た
ば
か
り
の
お
嬢
様
方
は
、
和
服
を
着
慣
れ
な
い
の
で
、
非
常
に
億
劫

に
お
思
ひ
の
や
う
で
す
が
、
洋
服
の
乳
押
さ
へ
や
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、
そ
の
ま

ま
で
体
の
形
を
と
り
、
そ
の
上
に
肌
着
（
晒
木
綿
）
と
長
襦
袢
を
着
て
、
着
附
の
土
台

を
作
れ
ば
も
う
容ら

易く

で
す（39）

。」 

　

こ
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
、
女
学
生
に
は
洋
装
及
び
洋
装
下
着
が
身
近
で
あ
り
、
卒
業

後
の
女
学
生
は
和
服
に
不
慣
れ
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

年
代
を
通
じ
て
回
答
者
の
七
一
％
が
和
装
の
際
に
洋
装
下
着
を
用
い
た
経
験
を
記
憶
し
て
い

る
。
用
い
た
下
着
類
と
し
て
九
一
％
が
「
ズ
ロ
ー
ス
」、
六
五
％
が
「
シ
ュ
ミ
ー
ズ
」
を
記

憶
し
て
お
り
、
高
い
普
及
率
を
示
し
て
い
る
。
腰
巻
や
肌
襦
袢
を
用
い
る
従
来
の
着
装
法
が

変
化
し
て
い
っ
た
理
由
と
し
て
、「
汗
と
り
の
た
め
」（
東
宇
和
高
女　

昭
和
二
一
年
卒
）
と

い
っ
た
「
身
だ
し
な
み
」（
松
山
高
女　

昭
和
七
年
卒
）
へ
の
配
慮
の
ほ
か
に
、「
つ
け
慣
れ

て
い
る
為
」（
八
幡
浜
高
女　

昭
和
二
三
年
卒
）、「
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
」（
松

山
高
女　

昭
和
二
二
年
卒
）
と
自
然
と
洋
装
下
着
に
親
し
ん
で
き
た
時
代
の
流
れ
に
よ
る
理

由
も
散
見
で
き
る
。

　

④
洋
装
の
イ
メ
ー
ジ
（
表
三
九
〜
四
六
）

　

前
述
の
、
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
設
問
と
同
じ
く
、
こ
の
設
問
は
洋
装
の
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
探
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
洋
服
は
「
や
ぼ
っ
た
い
」
か
「
お
し
ゃ
れ
」
か
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
る
と
六
六
％
が
「
お
し
ゃ
れ
」
と

感
じ
て
お
り
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
三
二
％
と
な
っ
た
。
同
じ
洋
装
で
も
制
服
で
は
「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」
が
大
半
を
占
め
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
私
服
と
し
て
の
洋
服
は

流
行
な
ど
を
考
慮
し
て
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。　
　

　

ま
た
「
地
味
」
か
「
派
手
」
か
と
い
う
設
問
で
は
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が
五
八
％
と
半

数
を
占
め
、「
地
味
」
は
一
六
％
、「
派
手
」
は
二
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
の

婦
人
雑
誌
に
よ
る
と
「
洋
服
は
派
手
な
も
の
」
と
い
う
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
「
洋
服
を
着
る
」
こ
と
自
体
が
珍
し
く
「
派
手
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
洋
装
導
入
初
期
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1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 100.00
2 25.00 1 12.50 4 50.00 1 12.50 0 0.00
1 6.25 1 6.25 9 56.25 3 18.75 2 12.60
0 0.00 1 4.55 13 59.09 5 22.73 3 13.64
2 3.08 10 15.38 39 60.00 9 13.85 5 76.92

合　計 5 4.46 13 11.61 65 58.04 18 16.07 11 9.82
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 1 12.50 7 87.50 0 0.00 0 0.00
0 0.00 4 17.39 11 47.83 5 21.74 3 13.04
0 0.00 5 16.67 14 46.67 6 20.00 5 16.67
1 12.50 0 0.00 4 50.00 2 25.00 1 12.50
3 20.00 1 6.67 10 66.67 0 0.00 1 6.67
1 4.76 2 9.52 14 66.67 4 19.05 0 1.00

合　計 5 4.76 13 12.38 60 57.14 17 16.19 10 9.52

ヱ 51互┠衒貢婚坂察沙互丱帽←→╀眛

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 33.33 0 0.00 2 66.67
0 0.00 0 0.00 3 37.50 1 12.50 4 50.00
0 0.00 0 0.00 8 44.44 3 16.67 6 33.33
0 0.00 0 0.00 12 60.00 1 5.00 7 35.00
0 0.00 1 1.54 41 63.08 16 24.62 7 10.77

合　計 0 0.00 1 0.88 66 57.89 21 18.42 26 22.81
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 4 50.00 3 37.50 1 12.50
0 0.00 0 0.00 13 52.00 4 16.00 8 32.00
0 0.00 0 0.00 17 60.71 6 21.43 5 17.86
0 0.00 0 0.00 6 75.00 1 12.50 1 12.50
0 0.00 0 0.00 7 50.00 5 35.71 2 14.29
0 0.00 1 4.17 15 62.50 1 4.17 7 29.17

合　計 0 0.00 1 0.93 62 57.94 20 18.69 24 22.43

ヱ 52互┠衒貢婚坂察沙互溟拘浩広←→㌓穀浩広

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 1 50.00 0 0.00 1 50.00
0 0.00 0 0.00 2 28.57 4 57.14 1 14.29
0 0.00 0 0.00 8 50.00 6 37.50 2 12.50
0 0.00 0 0.00 7 30.43 8 34.78 8 34.78
0 0.00 1 15.63 29 45.31 23 35.94 11 17.19

合　計 0 0.00 1 8.90 47 41.96 41 36.61 23 20.54
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 4 50.00 4 50.00 0 0.00
0 0.00 0 0.00 10 41.67 8 33.33 6 25.00
0 0.00 1 3.57 11 39.29 11 39.29 5 17.86
0 0.00 0 0.00 6 75.00 1 12.50 1 12.50
0 0.00 0 0.00 4 25.00 6 37.50 6 37.50
0 0.00 0 0.00 11 52.38 7 33.33 3 14.29

合　計 0 0.00 1 0.95 46 43.81 37 35.24 21 20.00

ヱ 53互┠衒貢婚坂察沙互赶淤ª←→嚊淤ª
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1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 3 100.00
0 0.00 0 0.00 1 10.00 2 20.00 7 70.00
0 0.00 0 0.00 2 8.70 4 17.39 17 73.91
0 0.00 0 0.00 5 14.71 6 17.65 23 67.65
0 0.00 1 1.32 4 5.26 16 21.05 55 72.37

合　計 0 0.00 1 0.68 12 8.22 28 19.18 105 71.92
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 10 100.00
0 0.00 0 0.00 2 6.67 8 26.67 20 66.67
0 0.00 1 3.13 1 3.13 6 18.75 24 75.00
0 0.00 0 0.00 3 23.08 2 15.38 8 61.54
0 0.00 0 0.00 3 13.04 2 8.70 18 78.26
0 0.00 0 0.00 3 10.34 7 24.14 19 65.52

合　計 0 0.00 1 0.73 12 8.76 25 18.25 99 72.26

ヱ 54互┠衒貢婚坂察沙互罰攻行晃広←→罰攻麹溝広

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 50.00 1 50.00
0 0.00 1 14.29 2 28.57 3 42.86 1 14.29
0 0.00 1 5.88 7 41.18 3 17.65 6 35.29
0 0.00 1 3.85 5 19.23 7 26.92 13 50.00
0 0.00 4 5.97 14 20.90 20 29.86 29 43.28

合　計 0 0.00 7 5.88 28 23.53 34 28.57 50 42.02
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 1 12.50 2 25.00 5 62.50
0 0.00 2 8.00 4 16.00 10 40.00 9 36.00
0 0.00 2 7.14 7 25.00 6 21.43 13 46.43
0 0.00 0 0.00 3 42.86 3 42.86 1 14.29
0 0.00 3 16.67 4 22.22 3 16.67 8 44.44
0 0.00 0 0.00 8 32.00 6 24.00 11 44.00

合　計 0 0.00 7 6.31 27 24.32 30 27.03 47 42.34

ヱ 55互┠衒貢婚坂察沙互構腰構腰←→Ⓩ行荒港拷

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 1 100.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
2 25.00 0 0.00 2 25.00 3 37.50 1 12.50
0 0.00 0 0.00 6 37.50 9 56.25 1 6.25
0 0.00 0 0.00 9 40.91 6 27.27 7 31.82
0 0.00 2 2.99 29 43.28 19 28.36 17 25.37

合　計 2 1.75 3 2.63 46 40.35 37 32.46 26 22.81
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 3 37.50 3 37.50 2 25.00
1 4.17 0 0.00 8 33.33 9 37.50 6 25.00
0 0.00 1 3.57 12 42.86 9 32.14 6 21.43
0 0.00 1 14.29 3 42.86 2 28.57 1 14.29
1 5.88 1 5.88 5 29.41 6 35.29 4 23.53
0 0.00 0 0.00 11 50.00 7 31.82 4 18.18

合　計 2 1.89 3 2.83 42 39.62 36 33.96 23 21.70

ヱ 56互┠衒貢婚坂察沙互降拘降拘←→Ⓩ行鋼耕紅酷
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の
現
象
で
あ
り
、そ
の
後「
派

手
な
洋
服
」
と
「
地
味
な
洋

服
」
と
を
選
択
で
き
る
ほ
ど

多
様
な
洋
装
が
出
現
し
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

　

次
に
洋
装
を
身
に
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
誇
ら
し

い
」
と
感
じ
る
の
は
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
る

と
四
一
％
、「
ど
ち
ら
で
も

な
い
」
が
五
八
％
と
な
っ
て

い
る
。私
服
で
あ
る
洋
服
は
、

高
女
へ
の
帰
属
を
示
す
制
服

ほ
ど
は
自
尊
心
を
満
足
さ
せ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
洋
装
制
服
の
魅
力
は

「
洋
装
」
で
あ
る
こ
と
よ
り

も
「
制
服
」
で
あ
る
こ
と
が

強
か
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

　

ま
た
、洋
装
が
「
女
性
的
」

だ
と
感
じ
た
の
は
五
七
％
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
が

四
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「 

我
家
で
は
娘
の
兄
た
ち

が
反
対
の
急
先
鋒
で
す
。

女
は
女
ら
し
く
あ
れ
、

女
ま
で
が
髪
を
切
っ
た

1 2 3 4 5
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 33.33 2 66.67
0 0.00 0 0.00 2 20.00 3 30.00 5 50.00
0 0.00 0 0.00 4 19.05 6 28.57 11 52.38
0 0.00 1 3.13 5 15.63 5 15.63 21 65.63
1 1.39 3 41.67 11 15.28 21 29.17 36 50.00

合　計 1 0.72 4 2.90 22 15.94 36 26.09 75 54.35
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 0 0.00 0 0.00 2 25.00 6 75.00
0 0.00 1 3.33 2 6.67 9 30.00 18 60.00
0 0.00 3 9.38 5 15.63 7 21.88 17 53.13
0 0.00 0 0.00 3 25.00 4 33.33 5 41.67
0 0.00 0 0.00 6 30.00 2 10.00 12 60.00
1 3.70 0 0.00 4 14.81 8 29.63 14 51.85

合　計 1 0.78 4 3.10 20 15.50 32 24.81 72 55.81

ヱ 57互┠衒貢婚坂察沙互孛広←→囂攻

り
、
腕
を
ま
く
り
上
げ
た
や
う
な
洋
服
を
着
て
、
男
と
闊
歩
す
る
や
う
で
は
、
世
の
中

は
暗
澹
た
る
も
の
だ
と
言
っ
て
ま
す（40）

。」 

と
い
っ
た
雑
誌
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
洋
装
導
入
初
期
は
「
洋
装
は
お
転
婆
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
世
間
で
は
流
布
し
て
い
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
次
第
に
薄
ま

り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

運
動
性
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
る
と
「
動
き
や
す
い
」
が

九
一
％
と
な
り
、
洋
装
制
服
の
同
イ
メ
ー
ジ
、
五
六
％
よ
り
も
か
な
り
高
い
結
果
を
示
し
た
。

　

皮
膚
感
覚
に
つ
い
て
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
「
肌
に
な
じ
む
」
と
答
え
た
の

が
七
一
％
、
ま
た
「
肌
に
ぴ
っ
た
り
」
と
答
え
た
の
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
て

五
五
％
と
い
ず
れ
も
制
服
の
同
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
高
い
確
率
を
示
し
た
。
画
一
的
な
制
服
に

く
ら
べ
て
、
個
々
の
要
望
に
応
じ
て
入
手
し
た
洋
服
の
方
が
活
動
性
に
す
ぐ
れ
、
フ
ィ
ッ
ト

感
が
増
す
こ
と
を
考
え
る
と
こ
の
結
果
は
当
然
と
も
い
え
る
。

　

最
後
に
洋
服
が
「
好
き
」
と
答
え
た
の
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」
も
含
め
て
八
〇
％
と

な
っ
た
。
今
ま
で
の
回
答
を
考
慮
す
る
と
こ
の
「
好
き
」
は
高
嶺
の
花
と
し
て
の
憧
れ
の
気

持
ち
よ
り
も
、
よ
り
身
近
な
衣
服
で
あ
る
「
洋
服
」
へ
の
親
近
感
と
捉
え
ら
れ
る
。　

五　

卒
業
後
の
生
活

　

①
卒
業
後
の
生
活
（
複
数
回
答
）（
表
四
七
・
四
八
）

　

卒
業
後
か
ら
現
在
ま
で
の
生
活
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、「
進
学
」
が
三
四
％
、「
就
職
」

が
五
四
％
、「
結
婚
」
が
八
六
％
と
い
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
結
婚
し
た
場
合
、
配
偶
者
に
つ
い
て
職
業
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
自
営
業
」
が

三
二
％
、「
公
務
員
」
が
二
二
％
、「
教
員
」
が
二
一
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

②
卒
業
後
の
服
装
（
表
四
九
）

　

最
後
に
、
高
女
卒
業
後
の
服
装
に
つ
い
て
、
五
八
％
が
「
洋
服
」、
三
五
％
が
「
和
服
と

洋
服
の
併
用
」、
七
％
が
「
和
服
」
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
併
用
の
実
態
と
し
て
は
「
日
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家事手伝い 家業手伝い 進　学 就　職 結　婚 その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

3 60.00 1 20.00 1 20.00 1 20.00 5 100.00 0 0.00
7 50.00 1 7.14 5 35.71 7 50.00 13 92.76 0 0.00
11 40.74 0 0.00 12 44.44 11 40.74 23 85.19 0 0.00
10 22.73 3 6.82 19 43.18 23 52.27 43 97.73 0 0.00
36 35.64 7 6.93 27 26.73 60 59.40 80 79.21 2 1.98

合　計 67 36.26 12 6.32 64 33.68 102 53.68 164 86.31 2 1.05
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

6 40.00 0 0.00 1 6.67 8 53.33 13 86.67 0 0.00
11 25.58 3 6.98 9 20.93 18 41.86 35 81.40 1 2.33
4 11.43 2 5.41 14 40.00 27 72.97 32 86.49 0 0.00
2 11.11 2 11.11 3 16.67 11 61.11 17 94.44 0 0.00
4 15.38 1 3.70 5 19.23 13 48.15 23 85.19 0 0.00
2 5.00 4 10.00 6 15.00 18 45.00 36 90.00 1 2.50

合　計 29 16.38 12 6.67 38 22.03 95 52.78 156 86.67 2 1.11

ヱ 58互瓢釡歙貢〕と

ヱ 59互ョ忠70貢Ⓜ釡

自営業 教　員 公務員 農　業 製造業 その他
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

3 60.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 2 40.00
5 35.71 3 21.43 2 14.29 0 0.00 0 0.00 4 28.57
4 14.81 6 22.22 7 25.93 1 3.70 1 3.70 6 22.22
6 13.64 11 25.00 12 27.27 5 11.36 1 2.27 9 20.45
13 13.40 19 19.59 21 21.64 6 6.19 3 3.09 16 16.49

合　計 31 31.96 39 20.86 42 22.46 12 6.42 5 2.67 37 38.14
今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

6 40.00 2 13.33 1 6.67 1 6.67 1 6.67 2 13.33
11 25.58 5 11.63 9 20.93 0 0.00 1 2.33 11 25.58
4 11.43 6 17.14 14 40.00 0 0.00 0 0.00 8 22.86
2 11.11 8 44.44 3 16.67 0 0.00 0 0.00 4 22.22
4 15.38 3 11.54 5 19.23 1 3.85 3 11.54 7 26.92
2 5.00 14 35.00 6 15.00 10 25.00 0 0.00 4 10.00

合　計 29 16.38 38 21.47 38 21.47 12 6.78 5 2.82 36 20.34

ヱ 5:互瓢釡歙貢衒27

和　服 洋　服 和服と洋服
実数 ％ 実数 ％ 実数 ％．

～ 1929
1930
1935
1940
1945 ～

4 80.00 0 0.00 1 20.00
4 28.57 4 28.57 6 42.86
5 18.52 12 44.44 10 37.04
0 0.00 17 40.48 25 59.52
1 1.00 76 76.00 23 23.00

合　計 14 7.45 109 57.98 65 34.57

今 治 高 女
松 山 高 女
城 北 高 女
大 洲 高 女
八幡浜高女
東宇和高女

0 0.00 10 71.43 4 28.57
7 16.28 22 51.16 14 32.56
0 0.00 31 83.78 6 16.22
5 27.78 8 44.44 5 27.78
1 3.70 14 51.85 12 44.44
0 0.00 18 46.15 21 53.85

合　計 13 7.30 103 57.87 62 34.83

＊「覚えていない」の回答は 0

常
生
活
は
洋
服
、
茶
花
琴
の
稽
古
に
は
和
服
、
冬
は
和
服
が

暖
か
い
か
ら
」（
城
北
高
女　

昭
和
一
九
年
卒
）
と
い
っ
た

様
子
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
結
果
か
ら
「
卒
業
後
に
洋
服
を
選
択
す
る

割
合
が
多
い
の
は
、
洋
装
制
服
や
洋
裁
な
ど
の
高
女
生
活
が

洋
装
化
を
推
進
し
た
こ
と
に
よ
る
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
三―

⑦
の
結
果
の
通
り
、
一
九
三
五

年
以
降
の
卒
業
生
は
、
高
女
入
学
以
前
か
ら
洋
服
を
着
て
い

た
傾
向
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
一
九
三
四
年
以
前
の
卒
業
生
に
限
定
す
る
と
、
卒

業
後
の
服
装
と
し
て
「
洋
服
」
が
二
一
％
、「
和
洋
服
併
用
」
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が
三
七
％
、「
和
服
」が
四
二
％
と
回
答
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
四
年
以
前
の
卒
業
生
の
う
ち
、

四
七
％
が
高
女
入
学
ま
で
和
服
の
み
を
着
用
し
て
い
た
（
表
三
一
）
結
果
を
鑑
み
る
と
、
高

女
時
代
に
洋
装
制
服
を
着
用
す
る
も
、卒
業
後
は
和
服
へ
と
回
帰
す
る
層
も
多
く
見
ら
れ
た
。

活
動
的
で
便
利
な
洋
装
に
親
し
み
な
が
ら
、
和
装
に
回
帰
し
た
そ
の
理
由
は
、
今
後
和
洋
服

の
着
心
地
に
つ
い
て
の
自
由
記
述
を
含
め
て
詳
細
に
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六　

ま
と
め
に
か
え
て

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
洋
装
制
服
を
中
心
と
し
た
高
女
生
活
や
服
装
の
実
態
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
実
態
は
「
愛
媛
県
の
高
等
女
学
校
の
縮
図
」
と
は
な
り
え

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
い
く
つ
か
の
傾
向
が
浮
き
ぼ
り
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
洋
装
制
服
に
よ
る
洋
装
化
の
影
響
に
関
し
て
は
、
時
代
に
よ
る
慎
重
な
分
析
が
今

後
必
要
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
洋
装
制
服
以
前
に
は
洋
服
に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
層
が
、
卒

業
後
に
揃
っ
て
洋
装
へ
移
行
す
る
と
い
う
変
化
は
数
字
の
上
で
は
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、自
由
記
述
を
見
る
と
好
意
的
に
洋
装
が
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「 

二
年
生
の
時
に
洋
装
に
成
っ
て
皆
で
大
喜
び
し
た
事
を
良
く
覚
え
て
い
ま
す
。
身
軽
く

な
っ
て
作
業
も
す
べ
て
が
楽
し
く
成
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。」（
大
洲
高
女　

昭
和
二
年
卒
）

　

こ
の
証
言
の
よ
う
に
、
洋
装
の
活
動
性
は
新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
当
時
の
女
学
生
に
受
け

止
め
ら
れ
て
お
り（41）

、
洋
装
制
服
は
、
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
部
分
で
洋
装
推
進
化
の
一
要
因
と

な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
一
九
三
五
年
卒
業
年
代
を
境
に
、
和
装
か
ら
洋
装
へ
と
シ
フ
ト
す
る
流
れ
の
存
在

が
今
回
の
調
査
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
洋
服
を
初
め
て
着

た
年
」
に
つ
い
て
の
設
問
を
は
じ
め
と
し
た
自
由
記
述
の
回
答
も
得
て
い
る
た
め
、
今
後
、

自
由
記
述
に
よ
る
回
答
の
分
析
を
行
い
、
和
装
か
ら
洋
装
へ
の
変
化
の
実
態
お
よ
び
変
化
に

と
も
な
う
身
体
観
の
揺
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
卒
業
生
の
方
々
、
及
び
関
係
高
等
学
校
関
係
者

の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
お
よ
び
実
施
に
関
し
ま

し
て
は
左
記
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　

 

今
泉
昌
博
、
今
田
絵
里
香
、
小
池
ミ
チ
子
、
小
山
静
子
、
敷
村
サ
ガ
ノ
、
関
口
美
緒
、
中

村
万
里
子
、
永
井
紀
之
、
西
村
浩
子
、
二
宮
小
百
合

註（１） 　

大
正
期
の
生
活
改
善
運
動
と
は
、
衣
食
住
の
日
常
生
活
の
改
善
を
目
指
す
運
動
で
あ
り
一
九
二
〇
（
大

正
九
）
年
一
月
二
五
日
、
文
部
省
が
中
心
と
な
っ
て
生
活
改
善
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
。
一
九
二
四
（
大

正
一
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
生
活
改
善
の
栞
』（
生
活
改
善
同
盟
会
編
）
に
は
、
生
活
改
善
同
盟
会
が

提
案
し
た
改
善
項
目
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
衣
服
に
関
し
て
、
和
服
の
改
善
及
び
洋
服
の
着
用
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。

（２） 　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
村
上
淳
子
、「
都
市
生
活
に
お
け
る
婦
人
の
洋
装―

『
主
婦
之
友
』
に
み
る

衣
生
活
の
変
化―

」、『
風
俗
』、
日
本
風
俗
史
学
会
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
一
六
〜
二
七
頁
な
ど

が
あ
る
。

（３） 　

佐
藤
秀
雄
編
『
日
本
の
教
育
課
題
〈
第
二
巻　

服
装
・
頭
髪
と
学
校
〉』、東
京
法
令
出
版
、一
九
九
七
（
平

成
九
）
年
、三
四
〇
頁
（
川
添
登
也
編
『
服
装
研
究　

今
和
次
郎
集
第
八
集
』、ド
メ
ス
出
版
、一
九
七
二
（
昭

和
四
七
）
年
、
二
〇
三
〜
二
一
〇
頁
よ
り
採
録
）。

（４） 　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
・
実
施
に
関
し
て
は
、以
下
の
論
文
を
参
考
に
し
た
。山
本
禮
子
・
福
田
須
美
子
、「
高

等
女
学
校
の
研
究
（
第
二
報
）―

高
女
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら―

」、『
和
洋
女
子
大
学
紀
要　

第
二
七
集
』、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
、
一
〇
七
〜
一
三
四
頁
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
作
成
時
は
こ

の
論
文
と
同
じ
問
い
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
的
な
高
女
生
の
実
態
と
の
比
較
を
考
え
て
い
た
。
実

際
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
方
法
が
異
な
る
こ
と
か
ら
単
純
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
愛
媛
県
と
い

う
一
地
方
の
高
女
の
実
態
に
つ
い
て
幅
広
い
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（５）　
『
愛
媛
県
統
計
書　
（
学
事
編
）』、
昭
和
九
年
度
、
四
六
頁
。

（６）　

沿
革
史
に
関
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
校
以
外
も
資
料
と
し
て
用
い
た
。

（７）　
『
愛
媛
県
教
育
史
』
第
二
巻
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
、
一
六
八
頁
。

（８）　

前
掲
『
愛
媛
県
教
育
史
』
第
二
巻
、
一
七
五
頁
お
よ
び
四
三
二
頁
の
表
よ
り
作
成
。

（９） 　

愛
媛
県
立
松
山
高
等
学
校
百
周
年
記
念
校
史
編
集
委
員
会
、『
百
年
の
あ
ゆ
み
』、
松
山
南
高
等
学
校
、

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
一
九
〇
頁
。

（10） 　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
、
高
等
女
学
校
令
に
よ
り
高
等
女
学
校
と
し
て
文
部
省
よ
り
認
可
さ
れ
、
校
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名
を
「
私
立
松
山
女
学
校
」
か
ら
「
松
山
東
雲
高
等
女
学
校
」
と
改
称
す
る
。

（11） 　

今
治
北
高
等
学
校
学
校
沿
革
史
編
纂
委
員
会
、『
創
立
七
十
五
周
年
記
念　

愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学

校
沿
革
史
』、
今
治
北
高
等
学
校
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
、
二
九
七
頁
。

（12） 　

主
要
な
編
著
書
と
し
て
『
愛
媛
県
周
桑
郡
丹
原
町
地
方
言
語
集
』
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、『
愛
媛

県
周
桑
郡
町
村
郷
土
誌
所
載
方
言
集
』
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（13） 　

こ
の
問
題
を
含
め
、
い
く
つ
か
の
自
由
記
述
形
式
の
設
問
に
お
い
て
は
例
文
を
記
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
例
文
に
影
響
・
誘
導
さ
れ
た
回
答
が
若
干
見
ら
れ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
が
、
同
時
に
例

文
に
よ
っ
て
当
時
の
記
憶
を
呼
び
さ
ま
す
効
果
も
見
ら
れ
た
。

（14）　

高
等
女
学
校
研
究
会
、『
高
等
女
学
校
の
研
究
』、
大
空
社
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
、
三
五
頁
。

（15）　

前
掲
『
高
等
女
学
校
の
研
究
』、
四
二
頁
。

（16）　

前
掲
『
高
等
女
学
校
の
研
究
』
資
料
一
、一
八
頁
。

（17） 　

望
月
彰
、「
女
学
校
に
お
け
る
服
装
の
変
化
と
体
育
」、『
新
潟
大
学
教
養
部
研
究
紀
要　

第
七
集
』、
新

潟
大
学
教
養
部
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
、
四
五
〜
五
二
頁
。

（18） 　

横
田
尚
美
、「
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
女
性
洋
装
下
着
」、『D

R
E
SST
U
D
Y

　

vol33

』、
京
都
服
飾
文

化
研
究
財
団
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
、
一
六
〜
二
一
頁
。

（19） 　

佐
藤
秀
雄
編
前
掲
書
、『
日
本
の
教
育
課
題
〈
第
二
巻　

服
装
・
頭
髪
と
学
校
〉』、
三
〇
五
頁
、（
山
口

県
立
長
府
高
等
学
校
六
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
、『
長
府
高
等
学
校
六
十
年
史
』、
山
口
県
立
長
府
高
等
学

校
、
一
九
七
二(

昭
和
四
七)

年
、
九
八
〜
一
〇
三
頁
よ
り
採
録
）。

（20） 　

西
条
高
校
七
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
、『
西
条
高
校
七
十
周
年
記
念
誌
』、
西
条
高
校
七
十
周
年
記

念
事
業
推
進
委
員
会
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
、
二
一
五
頁
。

（21） 　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
刊
行
物
実
行
委
員
会
、『
愛
媛
県
立
宇
和
島
南
高
等
学
校
創
立
百
周
年

記
念
誌
』、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
、
一
〇
六
頁
。

（22） 　

愛
媛
県
立
松
山
南
高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
、『
七
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
松
山
南
高
等

学
校
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
、
一
五
二
頁
。

（23） 　

西
条
高
校
七
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
前
掲
書
、『
西
条
高
校
七
十
周
年
記
念
誌
』、　　
　
　

二
三
二
頁
。

（24） 　

佐
藤
秀
雄
編
前
掲
書
、『
日
本
の
教
育
課
題
〈
第
二
巻　

服
装
・
頭
髪
と
学
校
〉』、
三
一
三
頁
、（
創
立

八
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
、『
福
島
県
立
会
津
女
子
高
等
学
校
創
立
八
〇
周
年
記
念
誌
』、
福
島
県

立
会
津
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
、
一
一
七
〜
一
一
八
頁
よ
り
抄
録
）
ち
な
み
に
会

津
高
女
も
、
修
学
旅
行
先
で
「
黒
か
ら
す
」
と
は
や
し
た
て
ら
れ
た
こ
と
が
発
端
で
新
し
い
制
服
に
改
正

さ
れ
た
。

（25） 　

愛
媛
県
立
八
幡
浜
高
等
学
校
記
念
誌
編
集
委
員
会
、『
創
立
百
周
年
記
念
誌
』、
愛
媛
県
立
八
幡
浜
高
等

学
校
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
、
二
二
六
頁
。

（26） 　

例
え
ば
、
稲
垣
ト
ー
ニ
、「
婦
人
洋
服
の
下
着
の
着
け
方
」、『
婦
人
世
界
』、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
七
月
号
、
二
一
四
〜
二
一
五
頁
や
杉
野
芳
子
、「
洋
服
の
ス
マ
ー
ト
な
着
附
研
究
会
」、『
主
婦
之
友
』、

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
五
月
号
、
五
九
〜
七
〇
頁
と
い
っ
た
記
事
な
ど
が
あ
る
。

（27） 　

深
田
和
気
子
、「
こ
の
夏
か
ら
洋
服
を
着
る
人
の
た
め
に
」、『
婦
人
之
友
』、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

六
月
号
、
一
七
九
頁
。

（28） 　
『
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』、愛
媛
県
立
宇
和
島
南
高
等
学
校
、一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
、一
三
四
頁
。

（29） 　

蓮
池
義
治
、「
近
代
教
育
上
よ
り
み
た
女
学
生
の
服
装
の
変
遷
（
四
）」、『
紀
要　

第
一
九
号
』、
神
戸

学
院
女
子
短
期
大
学
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
、
三
九
〜
四
〇
頁
。

（30） 　

松
平
俊
子
、「
仕
事
着
は
洋
服
晴
れ
着
は
和
服
」（「
私
は
日
常
洋
装
生
活
」）、『
婦
人
画
報
』、　　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
二
月
号
、
六
八
頁
。

（31） 　
「
女
学
校
卒
業
後
の
服
装　

洋
服
が
よ
い
か
和
服
が
よ
い
か
」、『
婦
人
之
友
』、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
五
月
号
、
四
六
頁
。

（32） 　

愛
媛
県
立
松
山
南
高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
前
掲
書
、『
七
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
四
三

頁
。

（33） 　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
期
成
会
刊
行
物
実
行
委
員
会
前
掲
書
、『
愛
媛
県
立
宇
和
島
南
高
等
学
校　

創

立
百
周
年
記
念
誌
』、
三
六
八
〜
三
六
九
頁
。

（34）　

今
後
、
洋
服
の
着
心
地
に
関
す
る
設
問
の
自
由
記
述
を
踏
ま
え
て
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（35） 　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
自
由
記
述
を
含
め
た
分
析
を
行
い
、
洋
装
が
普
及
す
る
年
代
の
確
定
を
試
み
る

予
定
で
あ
る
。

（36） 　
「
学
校
に
い
る
間
は
た
し
か
に
洋
服
が
よ
い
け
れ
ど
、
卒
業
し
た
ら
二
重
生
活
は
到
底
許
さ
れ
な
い
か

ら
和
服
に
さ
せ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
」（
前
掲
「
女
学
校
卒
業
後
の
服
装　

洋
服
が
よ
い
か
和
服

が
よ
い
か
」、『
婦
人
之
友
』、
四
九
頁
）

（37） 　

夏
に
女
性
が
身
に
つ
け
た
だ
ぼ
だ
ぼ
の
「
簡
単
服
」。
大
阪
か
ら
売
り
だ
さ
れ
下
着
な
ど
が
い
ら
な
い

便
利
さ
か
ら
全
国
に
広
ま
っ
た
。

（38）　

シ
ュ
ミ
ー
ズ
・
ブ
ル
マ
ー
・
ス
リ
ッ
プ
の
広
告
に
は
次
の
よ
う
な
宣
伝
文
句
が
み
ら
れ
る
。

　

 　
「
婦
人
の
洋
服
に
は
、
そ
の
下
着
が
完
全
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
洋
服
の
と
き
ば
か
り
で

は
な
く
、
和
服
の
場
合
に
も
、
風
紀
と
衛
生
上
か
ら
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
の
下
着
を
使
用
し
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。」（
広
告
『
主
婦
之
友
』、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
八
月
号
、
三
二
〇
頁
。）

（39） 　

千
葉
益
子
「
姿
を
美
し
く
見
せ
る
帯
の
上
手
な
結
び
方
秘
訣
」、『
主
婦
之
友
』、
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
五
月
号
、
四
一
二
〜
四
一
九
頁
。

（40）　

前
掲
「
女
学
校
卒
業
後
の
服
装　

洋
服
が
よ
い
か
和
服
が
よ
い
か
」、『
婦
人
之
友
』、
四
七
頁
。

（41） 　

も
ち
ろ
ん
洋
装
制
服
導
入
以
前
に
は
生
徒
の
抵
抗
も
あ
っ
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
卒
業
の
松
山

高
女
卒
業
生
は
「
そ
の
う
ち
洋
服
と
靴
に
な
る
ら
し
い
噂
が
あ
っ
て
私
達
は
い
や
が
っ
て
い
ま
し
た
。」

と
述
べ
て
い
る
。（
愛
媛
県
立
松
山
南
高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
前
掲
書
、『
七
十
年
の

あ
ゆ
み
』、
松
山
南
高
等
学
校
、
一
二
一
頁
）
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付
表
　
ア
ン
ケ
ー
ト
様
式
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